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植物油インキを使用し、「水なし印刷」を採用した環境にやさしい印刷物です。
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県民エコステーションからのご案内県民エコステーションからのご案内

県民エコステーションは、21世紀のいしかわの環境を支える活動・
交流・情報の拠点です。
県民エコステーションでは、

検 索県民エコステーション詳しくは

・エコクッキングや土曜環境サロンなど、参加・体験型の学習講座を開催しています。
・環境保全のための講演会等に講師を派遣しています。
・環境に関する図書等の閲覧や貸出を行っています。
・いしかわ自然学校の事務局として、本県の豊かな自然をフィールドとした自然体験プログラムを紹介
しています。

・指定管理者として夕日寺健民自然園の管理を行っています。
里山の恵みを受け、楽しみながら理解を深められるさまざまな活動を実施しています。

環境について、知りたい、学びたい、そして活動したい人をサポートします。

今年も「いしかわ環境フェア」を、8月26日（土）、
27日（日）の2日間、石川県産業展示館４号館（金沢
市袋畠町）において、「みんなで‼ ストップ温暖
化 ～カーボンニュートラルにつながる新しい豊か
な暮らしへ～」をテーマに開催します。

この環境フェアは、環境に関するさまざまな展示
や体験を通じて県民一人ひとりが楽しみながら、人
と環境の関わりについて理解を深め、環境にやさし
いくらしについて考え、実践していく契機となるこ
とを目的としています。
さらに昨年同様、「いしかわの里山里海展」と「い
しかわ近未来の環境技術展」を同時開催し、人と自
然が共生できるくらしの提案、先進的な環境技術の
展示などを予定しています。

県民会議では、レジ袋有料化に伴う収益金のご寄付をい
ただいております。
各事業者の皆さまには、ご寄付をいただきありがとうご

ざいました。
いただいたご寄付により、地球温暖化対策をはじめ環境

保全に係る事業を県民、民間団体、事業者、行政等と協働・
連携して実施していきたいと考えておりますので、引き続
きご理解・ご協力をお願いいたします。

ご寄付をいただいた事業者の皆さん（１６事業者）
アルビス（株）、（株）イオンベーカリー、イオンペット（株）、
イオンリテール（株）北陸信越カンパニー、（株）大阪屋
ショップ、金沢大学生活協同組合、（株）サンライフ、生活
協同組合コープいしかわ、ダートコーヒー（株）、（株）ニュー
三久、鳳珠小売酒販組合、マックスバリュ北陸（株）、（株）
松本日光舎、（株）マルエー、（株）未来屋書店、（株）メガス
ポーツ （５０音順）

レジ袋削減協定参加事業者一覧
https : //www.pref.ishikawa.lg.jp/haitai/reji_bukuro/

えこナビVol.22 表紙解説

今回のえこナビは「トキの舞ういしかわの里山里海」がテーマです。
令和4年（2022）、トキ放鳥事業の候補地に石川県の能登地域が
選ばれました。早ければ2026年度の放鳥実現を目指し、さまざ
まな環境整備を進めています。
表紙イラストでは石川県の空に無事トキが戻ってきたイメージを、
トキの目線で描いています。環境にやさしい米作りを進める能登
の農家や、トキの飼育・繁殖を担う動物園の飼育員などの努力が
実った、少し未来の石川県をイメージしています。
イラストのような、皆が笑顔でトキを迎える未来を実現するため、
私たちにできることを考えていきましょう。

2021年「環境カレンダー」（日本環境保護国際交流会発行）より転載しました。
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レジ袋有料化に伴う寄付について
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希
少
種
と
は

希
少
種
と
は
、
そ
の
個
体
数
や
生
息
・

生
育
地
が
減
少
し
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し

て
い
る
種
や
、
絶
滅
の
危
機
が
増
大
し
て

い
る
種
を
指
し
ま
す
。
県
で
は
、
県
内
の

野
生
生
物
を
絶
滅
の
お
そ
れ
の
程
度
に
応

じ
て
希
少
種
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
解
説

や
写
真
を
加
え
た
「
い
し
か
わ
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
2
0
2
0
（
以
下
、
い
し

か
わ
R
D
B
と
い
う
）」
を
発
行
し
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
行
為
、
自
然
環
境

保
全
や
再
生
を
行
う
際
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
希
少
種
の
中
で
も
、
特
に

保
護
が
必
要
な
種
と
し
て
判
断
さ
れ
た
も

の
は
、「
ふ
る
さ
と
石
川
の
環
境
を
守
り

育
て
る
条
例
（
以
下
、
ふ
る
さ
と
環
境
条

例
と
い
う
）」
に
よ
っ
て
「
石
川
県
指
定

希
少
野
生
動
植
物
種
（
以
下
、
県
指
定
種

と
い
う
）」
に
指
定
さ
れ
、
捕
獲
や
採
取

が
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
5
年

（
2
0
2
3
）
2
月
現
在
、
県
指
定
種
は

21
種
で
、
こ
の
う
ち
動
物
が
9
種
、
植
物

が
12
種
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
こ
の
う

ち
、
ト
ミ
ヨ
、
サ
ド
ク
ル
マ
ユ
リ
お
よ
び

カ
ザ
グ
ル
マ
の
3
種
を
紹
介
し
ま
す
。

ト
ミ
ヨ
（
ト
ゲ
ウ
オ
科
）

県
指
定
種

平
成
17
年（
2
0
0
5
）5
月
指
定

い
し
か
わ
R
D
B

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
2
0
2
0

地
域
個
体
群

体
長
5
〜
6
㎝
ほ
ど
の
淡
水
魚
で
、
背

び
れ
に
7
〜
10
本
程
度
の
ト
ゲ
を
持
ち
ま

す
。
国
内
で
は
、
北
海
道
か
ら
福
井
県
に

か
け
て
の
日
本
海
沿
岸
部
に
分
布
し
て
い

ま
す
が
、
生
息
地
同
士
は
離
れ
ば
な
れ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
県
内
で

は
、
志
賀
町
、
白
山
市
お
よ
び
能
美
市
に

い
し
か
わ
生
き
も
の
図
鑑
22

石
川
県
内
の
希
少
種
2

文
・
写
真
◎
石
川
県
生
活
環
境
部
自
然
環
境
課

種名（和名）
チュウヒ
コアジサシ
トミヨ
ホトケドジョウ
イカリモンハンミョウ
シャープゲンゴロウモドキ
マルコガタノゲンゴロウ
イソコモリグモ
ホクリクサンショウウオ
ウミミドリ
オキナグサ
エチゼンダイウモンジソウ
サドクルマユリ
トキソウ
サギソウ
イソスミレ
センダイハギ
ヒメヒゴタイ
トウカイコモウセンゴケ
イシモチソウ
カザグルマ

ふるさと環境条例によって指定されている石川県指定希少
野生動植物種21種

分類

動物（鳥類）

動物（淡水魚類）

動物（昆虫類）

動物（クモ類）
動物（両生類）

植物（被子植物）

いしかわレッドデータブック
2020の動物編（上）と植物編
（下）

3

いしかわ生きもの図鑑●２２ 石川県内の希少種2

分
布
し
て
い
ま
す
。
ト
ミ
ヨ
は
湧
水
由
来

の
小
河
川
を
好
ん
で
生
息
し
、
水
草
を
集

め
て
ピ
ン
ポ
ン
玉
状
に
巣
を
作
る
こ
と
に

よ
っ
て
繁
殖
す
る
た
め
、
水
草
が
繁
茂
し

た
流
れ
の
緩
や
か
な
小
河
川
が
必
要
で
す
。

一
方
で
、
水
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
や
地

下
水
の
減
少
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
、
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い

し
か
わ
R
D
B
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
（
2
0
0
5
）
5
月

に
県
指
定
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域

住
民
に
よ
る
保
全
活
動
に
加
え
て
、
関
係

市
町
が
開
催
す
る
保
全
対
策
連
絡
会
で
、

地
下
水
の
湧
水
量
や
ト
ミ
ヨ
の
個
体
数
な

ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

背中に10本ほどのトゲを持つトミヨ

サ
ド
ク
ル
マ
ユ
リ
（
ユ
リ
科
）

県
指
定
種

平
成
19
年（
2
0
0
7
）11
月
指
定

い
し
か
わ
R
D
B

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
2
0
2
0

該
当
な
し

高
さ
が
30
〜
1
0
0
㎝
に
な
る
多
年
生

植
物
で
、
7
月
の
中
旬
に
オ
レ
ン
ジ
色
の

花
を
咲
か
せ
ま
す
。
国
内
で
は
本
州
に
分

布
し
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
分
布
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
サ
ド

ク
ル
マ
ユ
リ
と
よ
く
似
た
ク
ル
マ
ユ
リ
と

い
う
植
物
の
分
布
す
る
地
域
と
重
複
し
て

い
る
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は

能
登
半
島
の
外
浦
区
に
生
育
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
園
芸
目
的
の

採
取
や
、
い
わ
ゆ
る
森
が
深
く
な
る
と

い
っ
た
自
然
遷
移
が
要
因
と
な
っ
て
、
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い

し
か
わ
R
D
B
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ド
ク
ル
マ
ユ
リ
は
、
平
成
19
年
（
2

0
0
7
）
11
月
に
県
指
定
種
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
県
で
は
、
石
川
県
立
大
学
や
岐

阜
大
学
と
協
力
し
た
栽
培
方
法
の
検
討
な

ど
の
保
護
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

カ
ザ
グ
ル
マ
（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）

県
指
定
種

令
和
4
年（
2
0
2
2
）5
月
指
定

い
し
か
わ
R
D
B

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
2
0
2
0

準
絶
滅
危
惧

長
さ
3
〜
5
m
に
な
る
落
葉
の
ツ
ル
性

の
植
物
で
、
5
月
か
ら
6
月
ご
ろ
に
薄
紫

色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
国
内
で
は
、
本

州
か
ら
九
州
北
部
に
か
け
て
分
布
し
て
い

ま
す
。
県
内
で
は
加
賀
地
方
を
中
心
に
生

育
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
の
分

布
が
限
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
て
、
ゴ
ル
フ

場
建
設
や
、
宅
地
造
成
お
よ
び
道
路
工
事

と
い
っ
た
要
因
に
よ
り
、
絶
滅
の
危
機
に

瀕
し
て
い
る
植
物
で
も
あ
り
、
い
し
か
わ

R
D
B
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

花
は
園
芸
種
の
テ
ッ
セ
ン
と
よ
く
似
て

い
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
花
び
ら
状
の
が
く

片
の
数
が
異
な
り
ま
す
。
テ
ッ
セ
ン
は
、

が
く
片
の
数
が
6
枚
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、

カ
ザ
グ
ル
マ
は
普
通
8
枚
の
が
く
片
を
付

け
る
こ
と
か
ら
判
別
で
き
ま
す
。

カ
ザ
グ
ル
マ
は
、
県
内
に
お
い
て
過
去

約
30
年
の
間
、
確
認
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
成
30
年
（
2
0
1
8
）
に

再
発
見
さ
れ
、
非
常
に
貴
重
な
種
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
令
和
4
年
（
2
0
2
2
）
5

月
に
県
指
定
種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
生
活
環
境
部
自
然
環
境
課

電
話
／
0
7
6－

2
2
5－

1
4
7
6

薄紫色の花を咲かせるカザグルマ

オレンジ色の花を咲かせるサドクルマユリ
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S
D
G
s
17
の
目
標
を
ど
う
捉
え
る
か

は
じ
め
に

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

が
2
0
1
5
年
9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
、
2
0
2
3
年
で
8
年
目
と
な

り
ま
す
。

S
D
G
s
は
、
現
代
の
地
球
規
模
で
の

優
先
課
題
や
世
界
の
あ
る
べ
き
姿
を
17
の

目
標
と
し
て
掲
げ
、�
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
社
会
�
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

S
D
G
s
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
の

場
や
自
治
体
で
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

最
近
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

社
会
の
関
心
度
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
企
業
で
も
事
業
活
動
と
関
連

付
け
た
�
S
D
G
s
宣
言
�
が
よ
く
見
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
S
D
G
s
達
成
度
は

世
界
で
19
位

世
界
各
国
の
S
D
G
s
の
取
り
組
み
状

況
は
毎
年
公
表
さ
れ
て
い
て
、
2
0
2
2

年
6
月
に
発
表
さ
れ
た
S
D
G
s
達
成
度
、

進
捗
状
況
に
関
す
る
国
際
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

日
本
は
世
界
1
6
3
か
国
中
19
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

上
位
20
か
国
の
中
で
日
本
以
外
は
全
て

欧
州
諸
国
で
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
、そ
の
他
の
国
々
か
ら
見
れ
ば
S
D
G
s

の
取
り
組
み
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と
が
見

て
取
れ
ま
す
。
欧
州
諸
国
が
上
位
を
占
め

て
い
る
の
は
、
従
来
か
ら
人
権
や
気
候
変

動
、
環
境
保
護
問
題
な
ど
へ
の
関
心
が
高

く
、
社
会
的
な
素
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
・
写
真
◎
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

中
里

茂

18位

11位

15位

15位

17位

18位

19位

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

（21位以降の主要国の順位）

スコア
78.3
78.3
77.9
77.7
75.7
75.6
74.6
74.1
72.8
72.4

注）スコアの小数点第２位は四捨五入

世界のSDGs達成度ランキング（2022年版）

国名
イタリア
ニュージーランド
韓国
カナダ
ウクライナ
オーストラリア
アメリカ
ロシア
ブラジル
中国

順位
25
26
27
29
37
38
41
45
53
56

スコア
80.6
80.5
80.5
80.3
80.0
79.9
79.9
79.7
79.6
79.2

国名
イギリス
ポーランド
チェコ共和国
ラトビア
スロベニア
スペイン
オランダ
ベルギー
日本
ポルトガル

順位
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

スコア
86.5
85.6
85.2
82.3
82.3
82.2
81.2
80.8
80.7
80.6

国名
フィンランド
デンマーク
スウェーデン
ノルウェー
オーストリア
ドイツ
フランス
スイス
アイルランド
エストニア

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

日本のランキング推移
日本における17目標別の達成度（2022年版）
出典：Sustainable Development Report 2022
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SDGs（持続可能な開発目標）を考える

S
D
G
s
17
の
目
標
を

理
解
す
る

S
D
G
s
と
い
う
名
称
や
、
S
D
G
s

が
17
の
目
標
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
の

目
標
を
詳
し
く
理
解
し
て
い
る
人
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。

S
D
G
s
の
17
の
目
標

は
整
理
し
て
み
る
と
、
下

図
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
目
標
の
1
〜
6
で

は
、
人
や
人
権
に
関
す
る

こ
と
で
貧
困
や
飢
餓
の
撲

滅
、
不
平
等
な
ど
を
無
く

し
、
す
べ
て
の
人
が
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
7
〜
11

で
は
、
豊
か
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
た

め
経
済
や
社
会
を
成
長
、

発
展
さ
せ
る
た
め
の
目
標

が
、
そ
し
て
12
〜
15
は
、

限
ら
れ
た
地
球
資
源
を
有

効
に
活
用
す
る
と
と
も
に

自
然
と
の
共
存
を
図
り
、

地
球
環
境
を
守
り
育
て
て
い
く
と
い
う
環

境
へ
の
取
り
組
み
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
ら
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

16
で
は
平
和
で
安
全
、
安
心
な
社
会
に
す

る
こ
と
、
17
で
は
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
体
制
づ
く
り
や
手
段
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

別
の
考
え
方
と
し
て
、「People

（
人

間
）」「Prosperity

（
豊
か
さ
）」「Planet

（
地
球
）」「Peace

（
平
和
）」「Partnership

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）」
の
5
つ
に
分
類

す
る
「
5
つ
の
P
」
や
、
人
間
社
会
や
経

済
活
動
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
環
境
が

ベ
ー
ス
に
な
る
と
整
理
す
る
「
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
キ
モ
デ
ル
」
な
ど
の
捉
え
方
も

あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

目
標
1
の
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
や
2

の
「
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
」
な
ど
を
考
え
る
と
、

先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
に
対
す
る
国
際

貢
献
的
な
捉
え
方
に
な
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
私
た
ち
の
身
近
な
地
域
社
会
に

お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
は
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
、
社
会
が
複
雑
化
し
少
子
高
齢
化
で

人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
地
域
の
活
性
化

や
経
済
の
発
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課

題
の
解
決
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
が
掲
げ
て
い
る
17
の
目
標
の

本
質
や
理
念
を
よ
く
理
解
し
、
地
域
や
社

会
、
企
業
活
動
と
S
D
G
s
が
掲
げ
る
目

標
と
を
関
連
付
け
て
い
く
と
、
S
D
G
s

の
取
り
組
み
は
社
会
の
課
題
解
決
に
結
び

つ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
発
展
・
活
性
化

や
企
業
の
成
長
な
ど
に
も
繋
が
り
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
結
び
つ
く
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
で
は
S
D
G
s
に
関

す
る
最
新
情
報
を
随
時
公
開
し
て
い
ま
す
。

こちらから
アクセス！

SDGs17の目標の分類法、「5つのP」と「ウエディングケーキモデル」
Graphics by Jerker Lokrantz／Azote

SDGs17の目標の図解



ト
キ
の
舞
う
い
し
か
わ
の
里
山
里
海

ト
キ
の
舞
う
い
し
か
わ
の
里
山
里
海

ト
キ
の
舞
う
い
し
か
わ
の
里
山
里
海

特 集能
登
地
域
が
ト
キ
の
放
鳥
候
補
地
に
決
定
！

文
・
写
真
◎
石
川
県
生
活
環
境
部
自
然
環
境
課

は
じ
め
に

「
ト
キ
」。「N

ipponia
nippon

（
ニ
ッ
ポ

ニ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
）」
と
日
本
を
象
徴
す

る
よ
う
な
学
名
が
付
い
た
こ
の
鳥
が
、
石

川
県
と
も
つ
な
が
り
が
深
い
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

ト
キ
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
昭
和
9
年
（
1
9
3
4
）
ご
ろ
に
は
、

日
本
各
地
で
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た

が
、
能
登
地
域
を
中
心
に
、
少
数
な
が
ら

の

り

も
生
息
し
て
い
ま
し
た
。「
能
里
」
と
名

付
け
ら
れ
た
本
州
最
後
の
ト
キ
が
捕
獲
さ

れ
た
の
が
、
こ
こ
石
川
県
で
す
。

こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、
い
し
か
わ
動

物
園
で
は
、
こ
れ
ま
で
ト
キ
の
分
散
飼
育

や
公
開
展
示
に
取
り
組
み
、
令
和
4
年

（
2
0
2
2
）
8
月
に
は
、
国
の
公
募
を

経
て
、
能
登
地
域
が
ト
キ
の
放
鳥
候
補
地

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
特
集
で
は
、
能
登
地
域
の
放
鳥
候
補

地
決
定
を
記
念
し
て
、
ト
キ
の
生
態
や
生

息
環
境
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
ト
キ
と
石

川
県
と
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
、
こ
れ
か

ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
ト
キ
と
の

共
生
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
話
し

し
ま
す
。

大空を飛翔するトキ（環境省提供）

6

特集   トキの舞ういしかわの里山里海

コ
ラ
ム
①

ト
キ
の
外
見
、
生
態
、

棲
む
環
境

ト
キ
の
外
見
の
特
徴

大
人
の
ト
キ
は
、
全
長
お
よ
そ
75
㎝
、

翼
を
広
げ
た
時
の
幅
は
お
よ
そ
1
4
0
㎝
、

体
重
は
お
よ
そ
1
・
5
㎏
で
オ
ス
の
方
が

重
く
、
最
大
で
も
2
㎏
ぐ
ら
い
で
す
。

ト
キ
の
特
徴
の
一
つ
が
、
遠
く
か
ら
で

も
目
立
つ
真
っ
赤
な
顔
。
顔
の
赤
い
部
分

に
は
羽
毛
が
生
え
て
い
な
い
の
で
、
餌
を

食
べ
る
と
き
に
泥
が
つ
き
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
。
後
頭
部
に
は
、
冠
羽
と
呼
ば
れ

る
長
く
立
派
な
飾
り
羽
が
見
ら
れ
、
怒
っ

た
と
き
や
驚
い
た
と
き
、
気
持
ち
の
良
い

と
き
な
ど
、
感
情
表
現
と
し
て
こ
の
羽
を

広
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ト
キ
の
最
大
の
特
徴
が
何
と

い
っ
て
も
羽
の
色
で
す
。
翼
を
広
げ
る
と
、

ト
キ
色
と
呼
ば
れ
る
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
美

し
い
羽
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
餌
と
な

る
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
に
由
来
す
る
カ
ロ
テ
ノ

イ
ド
色
素
に
よ
り
発
色
す
る
か
ら
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
秋
に
羽
が
抜
け
替
わ
っ
た

頃
は
、
ト
キ
色
が
最
も
鮮
や
か
な
時
期
で

す
。

ト
キ
の
生
態

ト
キ
は
2
月
か
ら
7
月
頃
の
繁
殖
期
に

巣
づ
く
り
や
子
育
て
を
行
い
ま
す
。
繁
殖

期
に
向
け
て
、
12
月
頃
に
な
る
と
首
の
あ

た
り
の
皮
膚
が
黒
く
粉
状
に
剥
が
れ
落
ち
、

そ
れ
を
体
に
こ
す
り
つ
け
て
灰
色
に
な
り

ま
す
。
灰
色
に
変
化
し
た
羽
は
、
繁
殖
で

き
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
保
護
色
の

役
目
も
果
た
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
羽
の
色
を
変
化

さ
せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
鳥

類
の
中
で
も
ト
キ
だ
け
で
す
。

ト
キ
の
棲
む
環
境

ト
キ
は
水
田
の
中
に
い
る
カ
エ
ル
、
ド

あ
ぜ

ジ
ョ
ウ
、
タ
ニ
シ
の
ほ
か
、
水
田
の
畦
に

い
る
ミ
ミ
ズ
や
バ
ッ
タ
な
ど
、
数
多
く
の

生
き
も
の
を
食
べ
て
い
ま
す
。
ツ
ル
や
サ

ギ
の
よ
う
に
足
が
長
く
な
い
た
め
、
水
田

な
ど
の
浅
い
湿
地
で
、
長
く
下
に
曲
が
っ

た
く
ち
ば
し
を
巧
み
に
使
い
、
泥
や
土
の

中
か
ら
餌
を
探
し
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
キ
は
餌
場
か
ら
近
い
ス
ギ
や

マ
ツ
の
林
な
ど
を
ね
ぐ
ら
と
し
て
い
ま
す
。

ト
キ
に
と
っ
て
、
人
が
生
活
す
る
里
地

里
山
が
絶
好
の
生
息
環
境
に
な
っ
て
い
ま

す
。

ト
キ
っ
て
ど
ん
な
鳥
？

国
内
の
分
布

野
生
下
の
ト
キ
の
全
羽
（
推
定
5
4
5

羽
）
が
新
潟
県
佐
渡
市
に
生
息

（
2
0
2
2
年
12
月
末
時
点
）

く
ち
ば
し

黒
色
で
先
端
は
赤
色
。
泥
の
中
の
餌
が

食
べ
や
す
い
よ
う
、
く
ち
ば
し
は
曲

が
っ
て
い
ま
す

食
べ
物

ド
ジ
ョ
ウ
、
カ
エ
ル
、
タ
ニ
シ
、
ミ
ミ

ズ
、
バ
ッ
タ
な
ど

大
き
さ
・
重
さ

全
長
（
く
ち
ば
し
の
先
か
ら
尾
羽
の
先

ま
で
）
約
75
㎝

翼
を
広
げ
た
時
の
幅
（
左
右
の
端
か
ら

端
ま
で
）
約
1
4
0
㎝

重
さ

1
・
5
㎏
〜
2
㎏

羽
の
色

ト
キ
色
と
呼
ば
れ
る
美
し
い
淡
い
ピ
ン

ク
色

鳴
き
声

鼻
の
つ
ま
っ
た
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
と
言

わ
れ
、「
カ
ー
ウ
」
や
「
タ
ー
オ
」
と

表
現
さ
れ
ま
す

淡いピンク色のトキ灰色のトキ
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ト
キ
と
石
川
県
と
の
関
わ
り

ト
キ
は
か
つ
て
日
本
中
で
普
通
に
見
ら

れ
た
鳥
で
し
た
が
、
明
治
時
代
以
降
の
乱

獲
や
生
息
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
そ
の
数

は
激
減
し
、
日
本
各
地
か
ら
姿
を
消
し
て

い
き
ま
し
た
。

び
じ
ょ
う
ざ
ん

そ
ん
な
中
、
羽
咋
市
の
眉
丈
山
や
穴

水
町
の
七
海
な
ど
で
は
、
少
な
い
数
な
が

ら
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
以
降
に
な
り
、
ト
キ
の
生

息
地
の
自
治
体
（
羽
咋
市
、
穴
水
町
）
や

民
間
団
体
等
に
よ
る
保
護
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
活
動
も
む
な
し
く
、

ト
キ
は
年
々
そ
の
数
を
減
ら
し
て
い
き
、

昭
和
39
年
（
1
9
6
4
）
に
は
、
と
う
と

う
1
羽
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

の

り

そ
し
て
、
能
里
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の

ト
キ
は
、
昭
和
45
年
（
1
9
7
0
）
に
穴

水
町
で
捕
獲
さ
れ
、
人
工
繁
殖
の
た
め
に

新
潟
県
の
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
に
移

送
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
本
州
最
後
の
生
息
地
で
あ

る
石
川
の
空
か
ら
、
ト
キ
は
姿
を
消
し
ま

し
た
。

ト
キ
が
日
本
の
空
に
戻
る

本
州
最
後
の
ト
キ
「
能
里
」
が
穴
水
町

で
捕
獲
さ
れ
、
繁
殖
の
た
め
に
佐
渡
市
へ

移
さ
れ
た
後
、
昭
和
56
年
（
1
9
8
1
）

に
は
国
内
で
最
後
に
残
っ
て
い
た
5
羽
も

佐
渡
市
で
捕
獲
さ
れ
、
日
本
の
野
生
の
ト

キ
は
姿
を
消
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
度
は
姿
を
消
し
た
ト
キ
で
す
が
、
再

び
ト
キ
を
野
生
に
戻
す
た
め
、
新
潟
県
の

佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は
飼
育
繁
殖

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
（
1
9
9
9
）
に
は
、
中
国

か
ら
贈
ら
れ
た
「
友
友
（
ヨ
ウ
ヨ
ウ
）」

と
「
洋
洋
（
ヤ
ン
ヤ
ン
）」
の
ペ
ア
に
よ
っ

て
日
本
で
初
め
て
人
工
繁
殖
が
成
功
し
、

「
優
優
（
ユ
ウ
ユ
ウ
）」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
飼
育
し
て
い
る
ト
キ
の
数
が

順
調
に
増
加
し
、
佐
渡
市
で
は
、
ト
キ
が

生
息
で
き
る
自
然
環
境
を
再
生
す
る
た
め

の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
、平
成
20
年（
2

0
0
8
）
に
は
、
10
羽
の
ト
キ
が
放
鳥
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
（
2
0
0
8
）
以
降
も
放
鳥

が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
24
年

（
2
0
1
2
）
に
、
放
鳥
し
た
ト
キ
が
初

め
て
野
生
で
の
繁
殖
に
成
功
し
、
平
成
28

年
（
2
0
1
6
）
に
は
、
野
生
で
生
ま
れ

石川県におけるトキの記録
加賀藩史料にトキの生息の記録
乱獲や生息環境の悪化が進み、急速に生息数が減少
眉丈山中でトキが誤射され、能登半島でのトキの生存を確認
眉丈山で20羽近くの群れを確認
特別天然記念物に指定（能登半島と佐渡市に生息）
輪島市洲衛のアカマツ林で繁殖確認（2羽巣立ち）
穴水町七海のアカマツ林で繁殖確認（2羽巣立ち）、眉丈山で5羽確認
生息するトキが1羽となる
国の指示により、本州最後のトキ「能里」を穴水町で捕獲、
佐渡トキ保護センターへ移送
能里が死亡

江戸時代初期
明治時代～
昭和4年（1929）
昭和14年（1939）
昭和27年（1952）
昭和32年（1957）
昭和36年（1961）
昭和39年（1964）～

昭和45年（1970）

昭和46年（1971）

本州最後のトキ「能里」の剥製（石川県立歴史博物館収蔵）
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コ
ラ
ム
②

た
ト
キ
同
士
の
ペ
ア
が
繁
殖
に
成
功
し
ま

し
た
。

令
和
4
年
（
2
0
2
2
）
12
月
末
時
点

で
、
佐
渡
市
に
は
、
推
定
5
4
5
羽
の
ト

キ
が
野
生
で
生
息
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
石
川
県
ま
で
飛
来
し
た
ト
キ
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

佐
渡
市
で
行
わ
れ
て
い
る

ト
キ
を
育
む
環
境
づ
く
り

佐
渡
市
で
は
、
ト
キ
の
餌
場
を
確
保
し
、

豊
か
な
生
態
系
を
守
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

水
田
の
中
干
し
期
に
も
生
き
も
の
が
生

息
で
き
る
よ
う
に
、
水
田
の
中
に
生
き
も

え

の
の
棲
み
か
と
な
る
「
江
」
と
呼
ば
れ
る

溝
を
設
け
る
と
と
も
に
、
雪
が
積
も
る
冬

の
間
も
水
を
た
め
て
お
く
「
ふ
ゆ
み
ず
た

ん
ぼ
」
を
実
施
し
、
一
年
を
通
じ
て
生
き

も
の
が
生
息
で
き
る
環
境
を
維
持
し
て
い

ま
す
。
畦
も
ト
キ
の
重
要
な
餌
場
と
な
っ

て
お
り
、
夏
に
稲
の
丈
が
伸
び
て
水
田
に

入
り
に
く
く
な
る
と
、
畦
で
ミ
ミ
ズ
や

バ
ッ
タ
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
佐
渡
市
で
は
、除
草

剤
を
使
わ
ず
に
、丁
寧
に
草
刈
り
を
行
う

努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
キ
は
餌
場
の
近
く
の
ス
ギ
や

マ
ツ
な
ど
の
林
を
営
巣
場
所
と
し
て
お
り
、

森
林
環
境
の
整
備
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ト
キ
は
臆
病
な
性
格
で
、
人
が
近
づ
く

と
驚
い
て
飛
び
立
ち
、
十
分
に
餌
が
と
れ

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
佐
渡
市
で

は
、
野
生
の
ト
キ
を
観
察
す
る
際
の
「
ト

キ
と
の
共
生
ル
ー
ル
」
を
つ
く
り
、
普
及

啓
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

生きものの棲みかとなる「江」（佐渡市提供）ふゆみずたんぼ（佐渡市提供）草刈の様子（佐渡市提供）

ト
キ
の
放
鳥
方
法

新
潟
県
佐
渡
市
に
あ
る
野
生
復
帰
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
順
化
ケ
ー
ジ
で
は
、
放
鳥

す
る
ト
キ
の
飛
翔
、
採
餌
、
人
や
車
へ
の

慣
れ
等
の
訓
練
を
約
3
か
月
か
け
て
行
い

ま
す
。

放
鳥
の
方
法
に
は
、
放
鳥
場
所
に
移
動

さ
せ
た
ト
キ
を
放
鳥
箱
か
ら
放
鳥
す
る

「
ハ
ー
ド
リ
リ
ー
ス
」
と
、
順
化
ケ
ー
ジ

の
扉
を
開
放
し
ト
キ
が
自
然
に
飛
び
立
つ

の
を
待
つ
「
ソ
フ
ト
リ
リ
ー
ス
」
の
2
種

類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

放
鳥
は
春
と
秋
の
年
2
回
行
っ
て
お
り
、

春
は
ト
キ
の
餌
と
な
る
水
田
の
生
き
も
の

が
豊
富
な
6
月
上
旬
頃
に
、
秋
は
群
れ
に

合
流
し
や
す
く
、
稲
刈
り
後
の
水
田
で
餌

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
9
月
下
旬
頃
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

優優（ユウユウ）の飛翔（環境省提供）
ハードリリースでの放鳥（環境省提供）ソフトリリースでの放鳥（環境省提供）
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コ
ラ
ム
③

石
川
県
の
ト
キ
保
護
増
殖

の
取
り
組
み

ト
キ
は
、
長
ら
く
佐
渡
市
の
み
で
人
工

繁
殖
の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
が
発
生
す
る
と
、
一
気
に
全
滅
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
国
は
、
平
成

15
年
（
2
0
0
3
）
12
月
、
佐
渡
市
で
飼

育
さ
れ
て
い
る
ト
キ
の
分
散
飼
育
の
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
県
で
は
平
成
16
年

（
2
0
0
4
）
1
月
、
い
ち
早
く
分
散
飼

育
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
、
受
け
入
れ
先
の
い
し
か
わ
動
物
園

で
は
、
恩
賜
上
野
動
物
園
、
多
摩
動
物
公

園
等
の
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

ト
キ
の
近
縁
種
で
あ
る
ク
ロ
ト
キ
、
シ
ロ

ト
キ
等
の
飼
育
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
20
年

（
2
0
0
8
）
12
月
に
、
国
は
石
川
県
を

ト
キ
の
分
散
飼
育
地
と
し
て
決
定
し
ま
し

た
。石

川
県
に
ト
キ
が
戻
っ
て
き
た
の
は
、

昭
和
45
年
（
1
9
7
0
）
に
能
里
が
捕
獲

さ
れ
て
か
ら
40
年
後
の
平
成
22
年
（
2
0

1
0
）
1
月
。
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

で
育
っ
た
ト
キ
の
つ
が
い
2
組
（
4
羽
）

が
、
い
し
か
わ
動
物
園
に
移
送
さ
れ
、
飼

育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
83
羽
の
ヒ
ナ
を
育
て
、
78

羽
を
佐
渡
に
返
還
す
る
な
ど
、
同
園
で
は

ト
キ
の
飼
育
・
繁
殖
の
実
績
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
28
年
（
2
0
1
6
）
に

は
、
佐
渡
市
以
外
で
は
初
と
な
る
ト
キ
の

一
般
公
開
が
、い
し
か
わ
動
物
園
内
の「
ト

キ
里
山
館
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。

「
ト
キ
里
山
館
」で
は
、
六
角
形
の
ケ
ー

ジ
の
中
に
、
棚
田
風
の
湿
地
や
樹
木
な
ど

を
配
置
し
、
能
登
の
里
山
の
風
景
を
再
現

し
て
い
ま
す
。
傾
斜
の
あ
る
地
形
を
生
か

し
て
、
ト
キ
が
飛
翔
す
る
姿
の
ほ
か
、
休

息
す
る
様
子
や
泥
の
中
の
餌
を
つ
い
ば
む

様
子
な
ど
、
多
様
な
視
点
で
観
察
で
き
ま

す
。学

習
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
物
の
羽

根
を
触
る
こ
と
が
で
き
る
展
示
や
、
保
護

の
歴
史
が
わ
か
る
パ
ネ
ル
が
あ
り
、
ト
キ

に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

日
本
で
は

約
3,
7
0
0
種
が

ピ
ン
チ
‼﹇
知
っ
て
る
？
﹈

今
、
日
本
で
は
約
3,
7
0
0
種
も

の
生
き
も
の
が
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
メ
ダ

カ
や
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
な
ど
、
私
た
ち
に

と
っ
て
身
近
な
生
き
も
の
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
開
発
や
乱
獲

な
ど
の
人
間
の
暮
ら
し
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

いしかわ動物園の繁殖ケージへ初めて放鳥されたトキ

ニホンウナギ

トキ里山館で飛翔するトキ

トキ里山館

キタノメダカ
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学習展示コーナー
　トキ保護の歴史などをまとめた「トキのあゆみ」、野生下の
多数のトキの飛翔シーンなどを放映する「トキ映像シア
ター」、トキのくちばしや足などをほかの鳥と比べたり、本
物の羽根を触ったりしながら学べる「なるほどトキコーナー」
などから構成され、トキの生態から歴史まで、楽しみながら
学ぶことができます。

里山を飛翔するトキを見上げて観察
　一面ガラス窓となった観覧ポイントから、
広い視野で開放的な空間の中を飛翔するトキ
の姿などを見ることができます。

餌をついばむトキを間近に観察
　餌場となるため池を、間近で観察できます。
餌は、里山の田んぼで多く見られるドジョウな
どで、くちばしを上手に使って、泥の中を効率
よく探り当てる様子などが観察できます。

トキの暮らしぶりを観察
　棚田風の湿地やクヌギ、マツといった樹木など、里
山を再現した環境の中、休息や巣づくりなど、トキの暮
らしぶりが観察できます。

止まり木で休むトキを間近で観察
　野鳥観察舎風の「のぞき窓」から、止まり木で休む
トキを間近に見ることができます。目の色やくちばしの
長さなどに注目してみましょう。

コ
ラ
ム
④

い
し
か
わ
動
物
園
の
ト
キ
の

飼
育
員
の
仕
事

動
物
園
は
、
動
物
の
生
態
を
観
察
し
、
実
際
に
動
物
に
触

れ
る
こ
と
で
、
来
園
者
に
楽
し
い
時
間
を
提
供
し
て
く
れ
ま

す
が
、
絶
え
そ
う
な
命
を
守
り
、
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
使

命
の
一
つ
で
す
。

い
し
か
わ
動
物
園
で
は
、
令
和
5
年
（
2
0
2
3
）
2
月

末
現
在
、
10
羽
の
ト

キ
を
飼
育
し
て
い
ま

す
。
飼
育
し
て
い
る

ト
キ
を
見
分
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、

脚
に
は
足
環
（
あ
し

わ
）
を
つ
け
て
い
ま

す
。飼

育
員
は
、
毎
日

ト
キ
た
ち
が
健
康
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
ド

ジ
ョ
ウ
や
馬
肉
な
ど

の
餌
を
与
え
た
り
、

池
の
掃
除
を
し
た
り

し
ま
す
。
繁
殖
期
に

は
親
鳥
に
代
わ
っ
て
、

卵
や
ヒ
ナ
の
世
話
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、「
ト
キ
里

山
館
」
で
は
、
ト
キ

が
ど
ん
な
餌
を
食
べ

て
い
る
か
、
ど
ん
な

動
物
な
の
か
解
説
も

し
ま
す
。

トキ里山館の案内

トキの足環ヒナに餌を与えている様子
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能
登
地
域
で
の
ト
キ
の

放
鳥
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み

佐
渡
市
で
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
は
石
川
県

も
含
め
た
本
州
へ
の
飛
来
が
目
撃
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
定
着
ま
で
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
令
和
3
年（
2
0
2
1
）、

国
は
、
野
生
下
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、

本
州
で
の
将
来
的
な
放
鳥
の
方
針
を
示
し
、

令
和
4
年
（
2
0
2
2
）
5
月
に
、
ト
キ

の
放
鳥
候
補
地
の
公
募
を
開
始
し
ま
し
た
。

公
募
の
開
始
を
受
け
、
石
川
県
、
能
登

の
4
市
5
町
及
び
関
係
団
体
で
「
能
登
地

域
ト
キ
放
鳥
受
入
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
、
能
登
地
域
を
放
鳥
候
補
地
と
し
て
申

請
し
ま
し
た
。

そ
し
て
8
月
、
能
登
地
域
が
島
根
県
出

雲
市
と
と
も
に
放
鳥
候
補
地
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

石
川
県
で
も
ト
キ
と
の
共
生
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

7
月
に
は
、
先
進
地
で
あ
る
新
潟
県
佐
渡

市
な
ど
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
「
能
登
地
域

ト
キ
放
鳥
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
11
月
に
は
、
農
業
関
係

者
に
よ
る
佐
渡
視
察
を
行
い
、
佐
渡
の
農

業
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
同
月
、
佐
渡
市
や
放
鳥
候
補

地
等
と
と
も
に
、
国
の
「
ト
キ
と
共
生
す

る
里
地
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」

に
参
加
し
、
佐
渡
市
で
の
取
り
組
み
事
例

の
情
報
共
有
や
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。ト

キ
と
の
共
生
実
現
へ

早
け
れ
ば
令
和
8
年
（
2
0
2
6
）
度

と
な
る
能
登
地
域
で
の
ト
キ
の
放
鳥
と
、

放
鳥
後
の
定
着
に
向
け
て
、
ト
キ
が
生
息

で
き
る
生
息
環
境
の
整
備
や
、
ト
キ
と
共

生
で
き
る
社
会
環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
。

県
で
は
、
能
登
地
域
で
の
放
鳥
ま
で
に

必
要
と
な
る
取
り
組
み
内
容
等
を
ま
と
め

た
「
能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
推
進
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
令
和
5
年

（
2
0
2
3
）
度
は
、
そ
の
「
実
行
元
年
」

と
位
置
づ
け
、
ト
キ
放
鳥
に
向
け
た
取
り

組
み
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

専門委員会でロードマップについて議論

取
り
組
み
の
中
で
も
特
に
重
要
と
な
る

餌
場
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
能
登
の
4
市

5
町
に
設
置
し
た
ト
キ
放
鳥
推
進
モ
デ
ル

地
区
に
、
ト
キ
の
餌
と
な
る
生
き
も
の
を

定
着
さ
せ
る
た
め
の
江
や
魚
道
等
を
試
験

的
に
整
備
し
、
効
果
の
検
証
を
行
い
な
が

ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
能
登
全
域
に
普
及

さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

能登地域トキ放鳥推進シンポジウム

佐渡視察

放鳥候補地の選定を受けて馳知事、能登の4市5町の
首長らが環境省を訪問
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九九九九九 川尻川尻川 地区地区
九九九九九九九 内内内内内内内内内内

九里川尻地区
（能登町九里川尻地内）

地地地地地地地甲地地地甲地地甲地地区区区区区区区区区区
穴穴水穴水水穴水穴水 甲甲甲甲甲甲 内内内内内木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木春春春春春木春木春春木春木春春木春木木木木木春木木木木春春春春木木木木春春木木木木春木春春木木木木木木木木地地地地区区区区区区区区地区区区区地区区区区地区区地地地地地地地地地地地地地地地

中中中中中中中中中中中中中中中中中中 内内内内内内内

地地区地区地地地地地区地区地地
咋 内内内内内

地地地地地地地地地地地地区区区区区区区
水水水水 区

吉野屋地区
（宝達志水町吉野屋地区）

津津津津 区区地地区地地区地区地区区地
内内内内

粟津地区
（珠洲市三崎町粟津地内）

甲地区
（穴水町甲地内）春木地区

（中能登町春木地内）

地地区区区
内内内内内内内

東地区
（輪島市町野町東地内）

尊尊尊尊尊 地区地区地区地区
内内内

尊保地区
（志賀町尊保地内）

釶打釶打地区地区
七七七七七 中 上上 ・北 内
釶打地区
（七尾市中島町上畠・北免田地内）

南潟地区
（羽咋市南潟町地内）

※七尾市は上記以外に、市単独整備地区として3地区（相馬地区[七原町地内]、
　能登島東部地区［能登島長崎町地内］、高階地区［西三階町地内］）を選定しています

コ
ラ
ム
⑤

ま
た
、
ト
キ
を
は
じ
め
と
す
る
希
少
な

野
生
動
物
が
生
息
で
き
る
自
然
環
境
や
生

物
多
様
性
の
保
全
の
重
要
性
に
つ
い
て
学

び
、
考
え
る
契
機
と
す
る
た
め
、
ト
キ
の

学
名
で
あ
る「
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
」

に
ち
な
み
、
か
つ
、
国
際
生
物
多
様
性
の

日
で
も
あ
る
5
月
22
日
を
「
い
し
か
わ
ト

キ
の
日
」
に
制
定
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
や
市
町
・
関
係

団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
ト
キ

が
半
世
紀
ぶ
り
に
石
川
・
能
登
の
大
空
に

舞
う
と
い
う
夢
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。村

本
義
雄
さ
ん
を

「
石
川
県
ト
キ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
に
委
嘱

令
和
4
年
（
2
0
2
2
）
12
月
5
日

に
、
長
年
、
ト
キ
の
保
護
活
動
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
村
本
義
雄
さ
ん
を
「
石
川

県
ト
キ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
に
委
嘱

し
ま
し
た
。

令
和
4
年（
2
0
2
2
）8
月
に
、
能

登
地
域
が
放
鳥
候
補
地
と
し
て
選
定
さ

れ
、
早
け
れ
ば
令
和
8
年（
2
0
2
6
）

度
と
な
る
放
鳥
に
向
け
て
、
県
で
は
環

境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

村
本
さ
ん
か
ら
は
、
ト
キ
の
生
息
環

境
の
整
備
や
、
観
察
マ
ナ
ー
の
啓
発
な

ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

石川県に飛来したトキ

トキ放鳥推進モデル地区一覧

「石川県トキスーパーバイザー」に委嘱された村本
義雄さん（左から3番目）
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石
川
県
立
自
然
史
資
料
館
に
お
け
る

里
山
保
全
の
取
り
組
み

文
・
写
真
◎
石
川
県
立
自
然
史
資
料
館
館
長
中
村　

浩
二

自
然
史
資
料
館
を

ご
存
じ
で
す
か
？

石
川
県
立
自
然
史
資
料
館
（
以
下
、
自

然
史
資
料
館
）
は
、
石
川
の
自
然
（
動
物
、

植
物
、
岩
石
・
化
石
な
ど
）
を
体
験
し
、

学
び
、
未
来
に
つ
な
ぐ
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
す
。
自
然
に
関
す
る
調
査
研
究
と

普
及
活
動
を
し
て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
標

本
を
集
め
、
整
理
・
保
管
・
登
録
・
展
示

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
県
民

の
皆
さ
ま
（
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
）

に
は
、
自
然
体
験
、
室
内
で
の
観
察
と
実

験
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
企
画
展
・
特
別
展
な
ど
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

当
館
に
は
、
2
つ
の
モ
ッ
ト
ー
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
る

自
然
史
資
料
館
」
で
す
。
皆
さ
ま
と
と
も

に
感
動
し
、
学
び
あ
い
、
交
流
す
る
「
参

加
型
の
博
物
館
」を
目
指
し
、地
域
の
方
々

と
意
見
を
出
し
あ
っ
て
企
画
す
る
「
オ
ー

プ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、「
ふ
る

さ
と
の
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」
で
す
。

石
川
県
は
、
里
山
里
海
を
は
じ
め
、
す
ば

ら
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
気

候
変
動
や
過
疎
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
も
直
面

し
て
い
ま
す
。
自
然
史
資
料
館
は
、
皆
さ

ま
と
と
も
に
、「
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
未

来
に
つ
な
ぐ
」
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
ま
す
。

●
石
川
県
立
自
然
史
資
料
館

概
要

住
所
／
金
沢
市
銚
子
町
リ
4
4
1

電
話
／
0
7
6‐

2
2
9‐

3
4
5
0（
代
表
）

開
館
時
間
／
9
時
〜
17
時

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
／
年
末
年
始

入
館
料
／
無
料

●
主
な
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ロ
ビ
ー

・
自
然
た
ん
け
ん
広
場

・
物
理
た
い
け
ん
教
室

・
サ
ン
ル
ー
ム

ゾウやウマの骨格標本が展示されているエントラ
ンス・ロビー

施設外観

オープンミュージアムの様子
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自
然
史
っ
て
何
？

私
た
ち
の
施
設
名
は
、「
自
然
史
資
料

館
」
で
す
。「
自
然
史
」
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
こ
れ
は
英

語
のN

atural
H
istory

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
）の
直
訳
で
す（
自
然
誌
と
も

書
き
、
明
治
時
代
に
は
博
物
学
と
訳
さ
れ

て
い
ま
し
た
）。
自
然
史
は
、
私
た
ち
の

ま
わ
り
の
自
然
に
つ
い
て
の
学
問
で
あ
り
、

文
明
の
起
源
と
と
も
に
始
ま
り
ま
し
た
。

自
然
史
資
料
館
の
役
割

当
館
は
、
館
長
と
ス
タ
ッ
フ
10
名
（
学

芸
員
3
名
、
美
術
職
員
1
名
、
県
教
育
委

員
会
派
遣
の
教
員
3
名
、
事
務
ス
タ
ッ
フ

3
名
）
だ
け
の
小
さ
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

す
。
主
に
石
川
県
の
生
き
も
の
（
動
物
・

植
物
な
ど
）
と
地
学
（
岩
石
・
化
石
な
ど
）

を
調
べ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
種
類
が
、
ど

こ
に
分
布
し
て
い
る
か
、
野
外
調
査
や
聞

き
取
り
を
繰
り
返
し
、
標
本
を
た
く
さ
ん

集
め
、
整
理
し
ま
す
。
生
活
史
と
は
、
植

物
な
ら
い
つ
芽
を
出
し
、
花
が
咲
き
、
種

子
が
で
き
る
の
か
、
動
物
な
ら
い
つ
子
ど

も
を
産
む
の
か
、親
に
な
る
ま
で
の
時
間

（
日
数
・
年
数
）
は
、
何
を
食
べ
て
い
る
か

な
ど
の
情
報
で
す
。
一
回
に
産
む
卵
や
子

ど
も
の
数
、
寿
命
、
移
動
力
な
ど
も
調
べ

ま
す
。
自
然
界
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
・
微
生

物
か
ら
ク
ジ
ラ
に
巨
木
ま
で
、
サ
イ
ズ
も

生
活
史
も
異
な
る
無
数
の
生
き
も
の
が
生

活
し
て
お
り
、
種
類
を
区
別
し
、
種
類
数

を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
も
大
変
で
す
。

い
ま
、
私
た
ち
の
身
近
な
自
然
に
異
常

が
起
き
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
や
環
境
破

壊
に
よ
り
、
生
き
も
の
の
分
布
や
生
活
史

が
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
見
慣
れ
た
生

き
も
の
が
絶
滅
し
た
り
、
獣
害
や
外
来
種

問
題
が
起
き
て
い
な
い
か
、
み
ん
な
で
一

緒
に
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

当
館
は
、
長
年
に
わ
た
り
標
本
と
情
報

を
収
集
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。
地
味
な
活
動
で
す
が
、
あ
る
程

度
の
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
活

動
を
続
け
、
広
げ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
、
ご
提
案
を
歓
迎
し
ま
す
。

新
図
書
館
に
自
然
史
資
料
館

コ
ー
ナ
ー
を
設
置

当
館
は
平
成
18
年
（
2
0
0
6
）
に
開

館
し
、
令
和
5
年
（
2
0
2
3
）
で
17
年

目
に
入
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
県

民
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
来
館
者

も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
自
然
や
環

境
に
関
心
を
も
つ
県
民
の
皆
さ
ま
が
、
何

度
も
来
た
く
な
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
観
察
、
実
験
、

野
外
調
査
な
ど
を
も
っ
と
工
夫
で
き
な
い

か
と
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
ひ
と
つ
朗
報
が
あ
り
ま
す
。

令
和
4
年
（
2
0
2
2
）
7
月
に
開
館

し
た
石
川
県
立
図
書
館
は
、
斬
新
な
外
観

に
、
内
部
は
吹
き
抜
け
を
書
架
が
丸
く
囲

む
円
形
劇
場
の
よ
う
な
空
間
と
な
っ
て
い

る
、
石
川
県
の
新
た
な
「
知
の
殿
堂
」
で

す
。そ
の
2
階
に
は
、自
然
史
資
料
館
コ
ー

ナ
ー
（
以
下
、
コ
ー
ナ
ー
）
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
豊
か
な
「
石
川
の
自

然
」
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
、
直
面
し
て
い
る

課
題
を
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー

は
2
階
の
文
化
交
流
エ
リ
ア
内
に
あ
る
、

体
験
学
習
ス
ペ
ー
ス
に
隣
接
し
た
2
枚
の

壁
面
で
す
。
1
つ
は
常
設
展
示
で
あ
り
、

当
館
の
目
的
や
県
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
み
ん
な
で
守
り
、
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
の

自
然
」
を
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
、
も
う
1
つ

は
、
折
々
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
企
画

展
示
で
す
。

円形書架が美しい石川県立図書館（写真提供：石川
県観光連盟）

企画展示（左）と常設展示（右）からなる自然史資料館
コーナー

植物収蔵庫。植物のさく葉標本（おしば標
本）は約26万点あまりが収蔵されています
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「
い
し
か
わ
自
然
図
鑑
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ー
ナ
ー
設
置
と
と
も
に
、「『
い
し
か

わ
自
然
図
鑑
』プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
一
言
で
い
う
と
、
当
館
と

皆
さ
ん
が
一
緒
に
、
い
ろ
い
ろ
な
「
図
鑑

シ
ー
ト
」
を
増
や
し
な
が
ら
、「
い
し
か

わ
自
然
図
鑑
」
を
作
り
上
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
当
館
か
ら
は
、
お
知
ら
せ
・

展
示
内
容
の
解
説
・
多
種
多
様
な
自
然
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
「
図
鑑
シ
ー
ト
」
を

提
供
し
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
的
に
発
信

す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
か
ら

の
情
報
を
募
集
し
、
質
問
・
コ
メ
ン
ト
・

発
見
・
写
真
な
ど
の
「
投
稿
シ
ー
ト
」
を

募
集
し
ま
す
。「
図
鑑
シ
ー
ト
」
と
「
投

稿
シ
ー
ト
」
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
、
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
し
た
の
が
「
い
し
か
わ
自
然
図

鑑
」
で
す
。
こ
の
図
鑑
づ
く
り
の
目
的
は
、

た
く
さ
ん
の
方
々
、
特
に
次
代
を
担
う
若

者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
石
川
県
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
と
同
時
に
直
面
す
る
課

題
を
共
有
し
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。

「
図
鑑
シ
ー
ト
」
の
配
布
ラ
ッ
ク
と
投
稿

ポ
ス
ト
は
石
川
県
立
図
書
館
内
の
資
料
館

コ
ー
ナ
ー
と
当
館
の
両
方
に
設
置
し
ま
す
。

現
在
は
紙
ベ
ー
ス
が
中
心
で
す
が
、
当

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
と
の
連
携

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

プロジェクト
の詳細は
こちら！

図
書
館
の
い
ろ
い
ろ
な
活
用
法

「
体
験
学
習
ス
ペ
ー
ス
」
に
は
、
レ
ク

チ
ャ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
展
示
用
の

ス
ペ
ー
ス
や
工
作
設
備
（
3
D
プ
リ
ン

タ
ー
、
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
な
ど
）
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
可
能
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
当
館
と
県
の
関
連
団
体

（
ふ
れ
あ
い
昆
虫
館
、
い
し
か
わ
動
物
園
、

白
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
、
の
と
海
洋
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
）、
大
学
、
民
間

団
体
・
個
人
と
共
同
利
用
し
、
図
書
館
を

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
自
然
史
活
動

を
県
内
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

3Dプリンターやレーザー加工機などを利用できるモ
ノづくり体験スペース（写真提供：石川県観光連盟）

「いしかわ自然図鑑」の投稿シート。自然史資料館と県
民の活動を通して石川の「自然図鑑」を作っていきます
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能
登
へ
の
ト
キ
野
生
放
鳥

事
業
と
自
然
史
資
料
館

い
ま
石
川
県
で
は
、
一
度
絶
滅
し
た
ト

キ
を
再
び
能
登
に
取
り
戻
す
「
能
登
へ
の

ト
キ
野
生
放
鳥
事
業
」
が
推
進
さ
れ
て
お

り
、
ト
キ
が
生
息
し
や
す
い
水
田
と
里
山

里
海
の
環
境
づ
く
り
の
モ
デ
ル
地
区
が
9

自
治
体
に
設
置
さ
れ
ま
し
た（
13
ペ
ー
ジ

参
照
）。
そ
こ
で
は
、
農
家
と
生
き
も
の

の
専
門
家
に
よ
る
、
水
田
の
生
き
も
の
調

査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
当
館
で
は
、
館

長
が
能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
受
入
協
議
会
の

専
門
委
員
を
務
め
、
動
物
、
植
物
の
学
芸

員
は
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
得
ら
れ
た
標
本
の
同
定
、
保
存
に

あ
た
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
当
館
は
、
県

の
関
連
施
設
、
大
学
、
民
間
か
ら
な
る
専

門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ア
的
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
館
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
み
ん
な
で
つ

く
る
自
然
史
資
料
館
」
と
「
ふ
る
さ
と
の

自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」
で
す
。
ト
キ
の

野
生
復
帰
事
業
は
、
そ
の
分
か
り
や
す
い

舞
台
と
し
て
と
て
も
重
要
で
す
。

い
し
か
わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と

自
然
史
資
料
館

令
和
2
年（
2
0
2
0
）7
月
に
は「
い

し
か
わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
2
0
2

0
」（
動
物
編
と
植
物
編
の
2
冊
）
が
刊

行
さ
れ
、
県
内
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

野
生
生
物
の
種
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

そ
の
現
状
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
ト

キ
は
絶
滅
種
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
）。当

館
で
は
、
本
書
が
広
く
活
用
さ
れ
、

県
内
の
生
物
多
様
性
と
自
然
環
境
の
保
全

に
寄
与
し
、
自
然
と
人
と
が
共
生
す
る
地

域
づ
く
り
に
役
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
、

同
年
11
月
1
日
〜
7
日
に
企
画
展
「
い
し

か
わ
の
生
物
多
様
性
と
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
期
中
に

の

り

は
、
本
州
最
後
の
ト
キ
「
能
里
」
の
は
く

製
（
県
立
歴
史
博
物
館
収
蔵
、
8
ペ
ー
ジ

参
照
）
を
特
別
展
示
し
ま
し
た
。
企
画
展

を
通
し
て
絶
滅
し
た
ト
キ
に
思
い
を
め
ぐ

ら
せ
る
と
と
も
に
、
佐
渡
を
中
心
と
し
た

野
生
復
帰
の
経
緯
を
た
ど
り
ま
し
た
。

「
い
し
か
わ
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
2

0
2
0
」
は
第
3
版
で
、
次
回
の
第
4
版

は
2
0
3
0
年
に
刊
行
予
定
で
す
。
能
登

で
の
ト
キ
の
野
生
復
帰
と
「
石
川
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
2
0
3
0
」
刊
行
へ
の
協

力
は
、
当
館
に
と
っ
て
重
要
な
仕
事
で
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
自
然
史

資
料
館
」
を
目
指
し
て

自
然
史
資
料
館
に
は
植
物
・
動
物
・
岩

石
な
ど
の
学
芸
員
や
専
門
家
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
石
川
の
「
自
然
史
」

を
広
く
、
深
く
学
ぶ
に
は
、
専
門
家
の
調

査
・
研
究
だ
け
で
な
く
、
県
民
の
皆
さ
ま

の
理
解
と
協
力
が
重
要
で
す
。

い
し
か
わ
の
豊
か
な
自
然
へ
の
入
口
と

し
て
、
図
書
館
の
自
然
史
資
料
館
コ
ー

ナ
ー
や
銚
子
町
の
資
料
館
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
！

自然史資料館
HPはこちら！

珠洲市にある金沢大学能登学舎の近くでは、休耕地
を利用して、トキやコウノトリが生息しやすいビオ
トープづくりがされています

平成19年（2007）に行ったトキの潜在生息可能性
の現地調査。新潟大学の本間航介准教授は、「佐渡
より、能登がずっといいですよ」とのこと

自然史資料館では年2回「ニュースレター」を
発行し、調査の最新情報、普及講座、展示など
館の活動を分かりやすく発信しています。

トキと境遇が似ているコウノトリ。
近年石川県内で自然繁殖した
例も（写真は平成20年［2008］、
珠洲市で坂本好二氏撮影）
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守
ろ
う
！
伝
え
よ
う
！
白
山

文
・
写
真
◎
特
定
非
営
利
活
動
法
人
環
白
山
保
護
利
用
管
理
協
会

白
山
は
、
お
よ
そ
１
３
０
０
年
前
に
越

前
の
僧
、
泰
澄
大
師
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、

富
士
山
や
立
山
と
と
も
に
日
本
三
名
山
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
福
井
、
岐
阜
、
富
山
、

石
川
の
４
県
に
ま
た
が
り
、
九
頭
竜
川
、

長
良
川
、
庄
川
、
手
取
川
の
源
流
域
と
し

て
、
２
８
０
万
人
以
上
の
人
々
が
そ
の
水

の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

N
P
O
環
白
山
保
護
利
用
管
理
協
会
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
個
人
と
と
も
に
、
白

山
と
そ
の
周
辺
地
域
（＝

環
白
山
地
域
）

の
自
然
、
景
観
、
文
化
な
ど
の
環
境
を
保

全
す
る
事
業
を
行
い
、
美
し
い
白
山
と
元

気
な
白
山
麓
地
域
を
守
り
育
て
、
後
世
に

受
け
継
い
で
、
持
続
可
能
な
地
域
振
興
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

２
０
０
７
年
１
月
に
設
立
し
、
２
０
１

７
年
３
月
に
は
特
定
非
営
利
活
動

（
N
P
O
）
法
人
に
移
行
設
立
し
、
白
山

市
鶴
来
本
町
に
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
す
。

設
立
当
初
か
ら
の

外
来
植
物
除
去
活
動
の

取
り
組
み

白
山
国
立
公
園
で
生
じ
て
い
る
問
題
点

と
し
て
、
利
用
過
多
に
よ
る
登
山
道
の
崩

壊
や
土
壌
の
流
出
、
登
山
者
に
よ
る
植
生

の
踏
み
荒
ら
し
、
道
路
や
施
設
設
置
に
よ

る
開
発
、
外
来
植
物
の
侵
入
に
よ
る
生
態

系
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

外
来
植
物
と
は
？

外
来
植
物
に
は
帰
化
植
物
（
海
外
由
来

の
日
本
に
は
生
育
し
て
い
な
か
っ
た
植

物
）
と
国
内
外
来
種
（
日
本
国
内
の
別
の

地
域
か
ら
人
為
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
植
物

﹇
高
山
・
亜
高
山
域
に
は
な
い
低
地
性
植

物
な
ど
﹈）
が
あ
り
ま
す
。

白
山
で
は
現
在
、
高
山
植
物
に
対
し
て

影
響
を
及
ぼ
す
オ
オ
バ
コ
や
、
ス
ズ
メ
ノ

カ
タ
ビ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
低
地
性
外
来

植
物
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
侵
入
し
た
？

外
来
植
物
の
侵
入
経
路
に
は
フ
キ
（
食

料
）
や
コ
マ
ク
サ
（
鑑
賞
）
な
ど
何
ら
か

の
目
的
で
意
図
的
に
移
植
さ
れ
た
ケ
ー
ス

や
、
靴
底
や
資
材
に
く
っ
つ
い
て
な
ど
利

用
者
が
意
図
せ
ず
種
子
を
持
ち
込
み
、
播

種
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

外来植物の意図しない侵入経路の例

外
来
植
物
は
な
ぜ
ダ
メ
な
の
？

外
来
植
物
が
定
着
す
る
こ
と
で
、も
と

も
と
生
育
す
る
在
来
植
物
と
雑
種
を
つ
く

る
こ
と
や
、
生
育
す
る
場
所
を
奪
う
、
高

山
・
亜
高
山
域
独
特
の
風
景
を
損
な
う
な

ど
、
環
境
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

当
協
会
で
は
、
外
来
植
物
へ
の
対
策
と

し
て
、
侵
入
防
止
対
策
や
除
去
対
策
、
普

及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

侵
入
防
止
対
策

た
ね

入
り
口
対
策
と
し
て
、
外
来
植
物
の
種

が
新
た
に
入
ら
な
い
よ
う
に
登
山
口
に

マ
ッ
ト
や
ブ
ラ
シ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。別当出合登山口
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そ
の
他
、
石
川
県
な
ど
の
取
り
組
み
と

し
て
登
山
口
駐
車
場
の
舗
装
化
、
作
業
道

路
な
ど
で
の
タ
イ
ヤ
洗
浄
プ
ー
ル
の
設
置

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

除
去
対
策

登
山
口
付
近
の
外
来
植
物
の
種
子
供
給

源
の
縮
小
の
た
め
、
ま
た
山
の
中
の
分
布

域
の
縮
小
や
雑
種
が
で
き
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
登
山
口
や
登
山
道
・
山
小
屋
等

で
除
去
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

オオバコの除去方法

外
来
植
物
除
去
活
動
と
し
て
は
、
イ
ベ

ン
ト
事
業
と
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、
石
川
県
で
は
白
山

み
な
み
り
ゅ
う
が
ば
ん
ば

市
白
峰
市
ノ
瀬
や
南
竜
ヶ
馬
場
、
室
堂

ほ
か
で
行
っ
て
お
り
、
外
来
植
物
を
除
去

す
る
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
除
去

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
市
ノ
瀬
で

は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
、
白
山
国

立
公
園
で
実
施
す
る
外
来
植
物
除
去
を
個

人
が
自
主
的
に
実
施
す
る
た
め
登
録
研
修

を
行
い
、
研
修
を
受
け
た
方
に
I
D
カ
ー

ド
を
発
行
し
、
個
人
で
の
除
去
作
業
を
可

能
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、環
境
省
が
進
め
る「
白
山

国
立
公
園
白
山
生
態
系
維
持
回
復
事
業

計
画
」で
の
実
施
団
体
の
認
定
を
受
け
、石

川
県
白
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
や
当
協
会

の
会
員
な
ど
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

自
然
公
園
法
に
よ
り
誰
で
も
除
去
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
除
去
活
動
に
参
加
で
き
な
い
方

に
は
、
白
山
商
工
会
様
の
「
白
山
き
り
ま

ん
じ
ゃ
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
コ
ー
ヒ
ー
を

1
杯
飲
む
と
5
円
が
外
来
植
物
除
去
活
動

費
と
し
て
当
協
会
に
寄
付
さ
れ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）」
を
通
じ
て
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

協
会
の
普
及
啓
発
活
動

外
来
植
物
問
題
や
当
協
会
の
取
り
組
み

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

い
し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア
や
白
山
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
、
来
場
者
に
当
協
会
の
取
り
組
み

や
外
来
植
物
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
当
協
会
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
オ
オ
バ
コ
マ
ン
」
の
缶
バ
ッ
ジ
を

配
布
す
る
な
ど
し
て
P
R
に
努
め
て
い
る

ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
特
産
品
販

売
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
も
図
っ

て
い
ま
す
。

いしかわ環境フェアにも出展し
ています

お
わ
り
に

外
来
植
物
は
人
間
が
生
み
出
し
た
迷
い

子
で
あ
り
、
外
来
植
物
そ
の
も
の
が
悪
い

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

外
来
植
物
対
策
の
活
動
を
通
じ
て
、
将

来
の
白
山
の
た
め
の
自
然
と
人
と
の
つ
き

あ
い
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
作
り
と
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

オオバコマン

詳しい活動内容は
協会HPで！

外来植物除去作業（2022年6月26日 市ノ瀬 107名参加）
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20

水
の
生
き
も
の
か
ら
見
た
、

身
近
な
里
山
の
自
然

文
・
写
真
◎
ほ
く
り
く
生
き
も
の
部

野
村

進
也

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の
人
と
呼
ば
れ
て

所
属
し
て
い
た
大
学
院
の
研
究
テ
ー
マ

で
あ
る
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
研
究
が
き
っ
か
け
で

石
川
県
に
移
り
住
み
、
今
年
で
15
年
に
な

り
ま
す
。
今
で
は
身
近
な
水
の
生
き
も
の

を
題
材
に
し
た
観
察
会
の
案
内
を
行
い
、

人
と
自
然
と
の
関
係
を
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
を
専
門
に

し
て
い
る
た
め
、
観
察
会
で
は
「
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
の
人
」
と
し
て
認
識
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
よ
う
で
す
。

石川県に残る希少なゲンゴロウ、シャープゲンゴロ
ウモドキ

減
少
が
進
む

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
た
ち

小
学
生
の
授
業
の
時
に
、
身
近
な
水
の

生
き
も
の
を
紹
介
す
る
映
像
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
図
鑑
な
ど

を
読
み
漁
っ
て
自
分
で
も
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や

タ
ガ
メ
の
よ
う
な
水
生
昆
虫
を
見
つ
け
た

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
子
供
の

こ
ろ
（
今
か
ら
約
40
年
前
）
に
出
て
い
た

図
鑑
や
児
童
向
け
の
書
籍
に
は
ゲ
ン
ゴ
ロ

ウ
や
タ
ガ
メ
な
ど
の
多
く
の
水
生
昆
虫
が

身
近
な
生
き
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

一
方
、
実
際
に
自
分
で
は
ほ
と
ん
ど
見
つ

け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
住
ん
で
い

た
横
浜
も
北
部
は
比
較
的
田
園
風
景
が
残

り
、
池
や
田
ん
ぼ
は
わ
り
と
身
近
だ
っ
た

の
で
す
が
、
見
つ
か
る
の
は
ザ
リ
ガ
ニ
ば

か
り
で
し
た
。
後
で
知
っ
た
の
で
す
が
、

戦
後
の
農
薬
使
用
や
開
発
に
よ
り
、
こ
の

こ
ろ
で
も
既
に
多
く
の
水
生
昆
虫
が
減
少

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
実
際
に
私
が
自
分

で
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
や
タ
ガ
メ
を
見
つ
け
た
の

は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
い
し
か
わ
自
然
学
校

い
し
か
わ
自
然
学
校
は
、
行
政
機
関
や
N
P
O
、
民
間
事
業
者
、
指
導
者
養
成
講
座
の
修
了
生
に
よ
る
団
体
な
ど
、
多
種
多
様
な
主

体
に
よ
っ
て
、
年
間
4
0
0
を
超
え
る
自
然
体
験
・
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
（
2
0
0
3
）
に
開
講

し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
今
期
末
ま
で
に
2
5
5
名
が
修
了
し
て
い
ま
す
。
修
了
生
に
は
実
施
団
体
で
中
心
的
な
役

割
を
果
た
す
方
や
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
同
士
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
活
動
を
継
続
し
て
い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
、
能
登
を
拠
点
に
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
研
究
を
し
な
が
ら
、
里
山
の
生
物
多
様
性
と
人
と
の
繋
が
り
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る

「
ほ
く
り
く
生
き
も
の
部
」
野
村
進
也
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

水田で見られる赤トンボの代表種、アキアカネ。
湿った田んぼで産卵するため、現在増えている
乾田（乾いた田んぼ）で数を減らしている

田んぼに生息するトノサマガエル。整備され
た田んぼでは減少してしまう
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クローズアップいしかわ自然学校

人
が
利
用
す
る
里
山
が

生
き
も
の
の
す
み
か
に
な
る

縁
あ
っ
て
石
川
県
で
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
研
究

に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
を
含
む
身
近
な
水
の
生
き
も
の
が
棲

む
里
山
と
い
う
環
境
、
暮
ら
し
と
里
山
と

の
関
係
、
そ
し
て
現
状
を
知
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
里
山
と
い
う
の
は
農
林
業
な

ど
人
の
生
活
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
環
境

で
す
。
し
か
し
過
疎
高
齢
化
に
よ
り
里
山

の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
田
ん
ぼ
は
荒
れ
て
陸
地
化
し
て

し
ま
い
、
田
ん
ぼ
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る

た
め
池
も
管
理
が
滞
る
こ
と
で
水
の
循
環

も
止
ま
り
、
枯
れ
た
植
物
や
流
入
す
る
土

砂
な
ど
に
よ
り
埋
も
れ
て
陸
地
化
し
て
し

ま
い
ま
す
。
人
が
い
な
く
な
っ
て
荒
れ
て

し
ま
う
空
き
家
に
例
え
る
と
、
分
か
り
や

す
い
で
し
ょ
う
。
手
付
か
ず
の
奥
地
に
な

ら
多
く
の
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
残
っ
て
い
る
の

で
は
、
と
訊
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

奥
地
へ
行
く
ほ
ど
里
山
は
荒
れ
、
た
め
池

な
ど
跡
形
も
な
く
、
実
際
に
は
む
し
ろ
逆

と
い
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生
き
も
の
観
察
を
通
し
て

環
境
問
題
に
興
味
を
持
つ

こ
こ
ま
で
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
な
ど
水
の
生
き
も
の
は
里
山
の
現

状
を
知
る
貴
重
な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
り

ま
す
。
今
で
は
ト
ン
ボ
や
カ
エ
ル
な
ど
も

含
め
た
水
の
生
き
も
の
全
般
と
里
山
に
関

す
る
知
識
を
活
用
し
て
、
県
内
の
学
校
、

地
域
、
農
業
団
体
、
学
校
教
員
な
ど
を
対

象
と
し
た
観
察
会
や
研
修
な
ど
の
案
内
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
生
き
も
の
に

触
れ
る
機
会
の
な
い
子
供
も
、
初
め
て
見

る
生
き
も
の
に
驚
き
、
一
緒
に
参
加
し
て

く
れ
る
大
人
も
子
供
に
つ
ら
れ
て
生
き
も

の
に
触
れ
る
よ
う
に
な
り
、
観
察
場
所
を

提
供
し
て
く
だ
さ
る
地
元
の
農
家
の
方
達

も
、
子
供
達
の
喜
ぶ
姿
を
見
て
「
励
み
に

な
る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
ま
す
。

田んぼでのトンボ観察会の様子

環
境
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
決
し
て

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
身
近

な
自
然
に
触
れ
、
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
を

知
る
こ
と
が
重
要
な
第
一
歩
と
な
る
と
考

え
、
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

野
村

進
也

メ
ー
ル
／cybisterjaponicus@

live.jp

生きものが豊富な能登のため池（上）。使われなくなって消滅した、た
め池の跡（下）

ビオトープでの観察会の様子
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金
沢
青
年
会
議
所
の
概
要

青
年
会
議
所
と
は
世
界
1
0
0
か
国
以

上
で
、
20
〜
40
歳
ま
で
の
約
17
万
人
の
経

営
者
や
そ
れ
に
準
ず
る
人
を
擁
す
る
世
界

最
大
級
の
国
際
組
織
で
す
。
2
0
2
3
年

に
創
立
71
年
目
を
迎
え
る
金
沢
青
年
会
議

所
で
は
、「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

〜
自

ら
が
物
語
を
語
り
、
誰
も
が
笑
顔
で
い
ら

れ
る
金
沢
を
創
ろ
う
〜
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
金
沢
市
が
よ
り
良
く
持
続

的
な
発
展
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

日
々
挑
戦
的
な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
過
去
に
取
り
組
ん
だ
事
業
の

中
か
ら
、
特
に
令
和
3
年
（
2
0
2
1
）

に
開
催
し
た
国
際
会
議
で
あ
る

「K
A
N
A
ZA
W
A
M
IRA
I
SU
M
M
IT

2
0
2
1
〜
次
代
に
受
け
継
ぐ
金
沢
の
ま

ち
〜
」の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「K
A
N
A
ZA
W
A
M
IR
A
I

SU
M
M
IT

2
0
2
1
〜
次
代

に
受
け
継
ぐ
金
沢
の
ま
ち
〜
」

に
つ
い
て

〈
開
催
期
間
〉

令
和
3
年
（
2
0
2
1
）

9
月
20
日（
月
・
祝
）〜
26
日（
日
）

〈
開
催
場
所
〉

金
沢
港
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

金
沢
市
内
各
所

〈
参
加
者
・
参
加
企
業
〉

参
加
者：

約
6,
0
0
0
名

（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
む
）

参
加
企
業：

2
6
8
社

開
催
趣
旨

全
世
界
で
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

2
0
3
0
年
ま
で
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
『
S
D
G
s
』。
日
本
に
お
け
る
S
D

G
s
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は
進
ん

で
い
る
一
方
で
、
日
本
で
は
達
成
が
難
し

い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
課
題
が
多
数
存
在

し
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。
我
々
を
取
り

巻
く
多
く
の
問
題
や
課
題
を
解
決
し
、
持

続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
。そ
れ
は
、国
内
だ
け
で
な
く
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
視
点
で
、
日
本
よ

り
先
ん
じ
て
い
る
事
例
を
海
外
か
ら
学
び
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
S
D
G
s
達
成
に
向

け
て
行
動
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、『
O
N
E
A
C
T
I
O
N
』

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
金
沢
、
そ
し
て
世
界

の
問
題
や
課
題
の
た
め
に
、
国
内
外
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、
現
地

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

開
催
し
ま
し
た
。
金
沢
市
、
国
連
大
学
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究
所
い
し
か

わ
・
か
な
ざ
わ
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ

ニ
ッ
ト
と
連
携
し
、
企
業
、
市
民
が
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
の
人
々
と
と
も
に
考
え
、

S
D
G
s
達
成
に
向
け
た
行
動
へ
繋
げ
る

機
会
を
作
り
ま
し
た
。

S
D
G
s
の
実
践
に
向
け
海
外
の
事
例
を
学
ぶ

金
沢
市
で
国
際
会
議
を
開
催

文
・
写
真
◎
公
益
社
団
法
人
金
沢
青
年
会
議
所
2
0
2
3
年
度
副
理
事
長
飯
田
泰
裕

SDGsの達成に向け、日本国内外で活躍する方々をお招
きしました

ESG投資の専門家・夫馬賢治氏
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『
O
N
E
A
C
T
I
O
N
』
に
つ
い
て

金
沢
市
民
の
S
D
G
s
に
関
す
る
認
知

度
は
年
々
上
が
り
、
今
で
は
多
く
の
方
が

知
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
持
続

可
能
な
金
沢
市
を
目
指
す
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
の
行
動
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
が
大

切
だ
と
考
え
ま
し
た
。
金
沢
市
全
体
が

S
D
G
s
達
成
に
向
け
て
『
ひ
と
つ
の
行

動
』
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
次
代
の
子
ど

も
た
ち
に
輝
く
幸
せ
な
金
沢
を
創
り
た
い

と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

詳しくは
こちらから！

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
都
市
金
沢
へ
」

金
沢
市
が
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
都
市
に
な
る
た
め
に
、

今
後
ど
う
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
考

え
ま
し
た
。
第
1
部
で
は
、
タ
レ
ン
ト
／

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
小
島
慶
子
氏
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
に
お
招
き
し
、
各
分
野
の
有

識
者
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

し
た
。
第
2
部
で
は
、
台
湾
デ
ジ
タ
ル
担

当
大
臣
で
あ
る
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
氏
の

基
調
講
演
を
通
じ
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
先
進
地
域
で
あ
る

台
湾
か
ら
、
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
企
業
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
〜
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
の
実
現

に
向
け
て
〜
」

日
本
国
政
府
に
よ
り
2
0
5
0
年
ま
で

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
が
宣
言

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
企
業
に
お
い
て
も

脱
炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
る
中
で
、
今
後
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。第
1
部
で
は
、本
サ
ミ
ッ

ト
の
総
合
監
修
者
で
あ
る
株
式
会
社

ニ
ュ
ー
ラ
ル
代
表
取
締
役
C
E
O
夫
馬
賢

治
氏
に
、
企
業
が
脱
炭
素
に
取
り
組
む
必

要
性
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
企
業

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
第
2
部
の
グ
リ
ー
ン
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

環
境
先
進
都
市
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク（
ド
イ
ツ
）

と
中
継
を
繋
ぎ
、
海
外
の
取
り
組
み
事
例

を
参
考
に
今
後
の
金
沢
の
取
り
組
み
を
検

討
し
ま
し
た
。

人
材
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
I
T
教
育
都
市
金
沢
を
始
め
よ
う
！
」

高
度
な
I
T
化
が
進
む
時
代
に
お
い
て
、

金
沢
が
輝
く
都
市
と
な
る
た
め
に
、
学
生

の
I
T
教
育
実
践
の
成
果
発
表（
第
1
部
）

と
、
次
代
の
I
T
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
す
フ
ォ
ー
ラ
ム（
第
2
部
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
1
部
で
は
、「
介

護
・
観
光
・
フ
ー
ド
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
学
生
た
ち
が
I
T
活
用
を
前
提
と
し

た
事
業
計
画
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
、
I
T
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
に
つ
い
て
、「
I
T
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
教
育
」
と
い
う
多
角

的
な
視
点
か
ら
意
見
を
交
わ
す
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
I
T

教
育
の
方
策
を
探
り
ま
し
た
。

各
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
は
こ
ち
ら
か
ら

※
金
沢
青
年
会
議
所
の
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
移
動
し
ま
す

多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

都
市
金
沢
へ
」

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
2
部

グ
リ
ー
ン
サ
ミ
ッ
ト

人
材
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
I
T
教
育
都
市
金
沢

を
始
め
よ
う
！
」

お
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人
金
沢
青
年
会
議
所

電
話
／
0
7
6－

2
3
2－

3
0
2
7

住
所
／
石
川
県
金
沢
市
長
町
1
丁
目
1－

58

時にはリモートで海外と繋ぎ、SDGs達成に向けての事例などを学びました
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能
登
半
島
に
抱
か
れ
た
小
さ
な
島
、
能
登
島
。
周
り

は
全
部
海
な
の
だ
か
ら
、
海
の
幸
は
一
年
を
通
し
て
ふ

ん
だ
ん
に
獲
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
魚
が
水
揚
げ

さ
れ
る
た
め
、
名
物
が
な
い
の
も
事
実
だ
が
、
そ
れ
は

何
か
一
つ
に
特
化
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
贅
沢
と
い

う
も
の
だ
。
こ
の
贅
沢
を
満
喫
し
よ
う
と
始
め
た
シ

リ
ー
ズ
企
画
が
『
魚
道
を
極
め
る
』
だ
。

魚
を
テ
ー
マ
と
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
『
F
の
さ
か

な
』
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
、
毎
回
テ
ー
マ
と

な
る
魚
種
や
調
理
方
法
を
掘
り
下
げ
て
体
験
す
る
。
こ

れ
ま
で
に
、
イ
ワ
シ
・
サ
ザ
エ
・
ア
オ
リ
イ
カ
・
ブ
リ
・
タ

ラ
と
い
っ
た
魚
を
テ
ー
マ
と
し
た
回
や
、
握
り
ず
し
体

験
・
郷
土
料
理
体
験
な
ど
主
に
食
べ
方
に
焦
点
を
当
て

た
企
画
を
実
施
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
能
登
の
魚
を
プ

ロ
の
料
理
で
味
わ
う
だ
け
で
も
十
分
で
は
あ
る
が
、
こ

の
企
画
で
は
魚
の
生
態
学
習
か
ら
解
剖
、
実
習
と
実
食

ま
で
が
一
通
り
と
な
っ
て
お
り
、
か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
。

普
通
な
ら
絶
対
に
食
べ
な
い
部
位
も
何
か
し
ら
の
調
理

を
施
し
て
余
さ
ず
食
べ
る
し
、
時
に
は
寄
生
虫
の
観
察

会
に
な
る
こ
と
も
。
す
し
職
人
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら

釣
り
も
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
こ
な
し
、
海
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
岡
田
大
介
氏
（
株
式
会
社
酢
飯
屋：

東
京
江
戸
川
橋

に
あ
る
会
員
制
す
し
店
代
表
・
最
近
は
す
し
作
家
と
し

て
活
躍
中
）
を
講
師
に
迎
え
、
複
数
回
開
催
し
て
き
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

何
度
も
実
施
し
た
と
い
え
ど
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実

施
の
た
め
な
か
な
か
集
客
は
順
調
に
い
か
ず
、
ま
だ
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
食
材
を
発

送
し
て
自
宅
か
ら
参
加
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
や
、

時
間
を
気
に
せ
ず
泊
ま
り
が
け
で
と
こ
と
ん
魚
と
向
き

合
う
回
、
3
時
間
程
度
の
気
軽
に
参
加
で
き
る
親
子
対

象
の
回
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
試
し
て
い
る
。
そ
し

て
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
は
究
極
の
里
海
遊
び
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
何
と
も
贅
沢
で
マ
ニ
ア
ッ
ク

で
、
そ
し
て
常
に
お
い
し
い
。
産
地
な
ら
で
は
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

さ
か
な

ど
う

究
極
の
里
海
遊
び
Ỗ
魚
道
を
極
め
る
Ỗ

文
・
写
真
◎
能
登
島
地
域
づ
く
り
協
議
会

事
務
局

福
嶋

葉
子

手慣れた様子でブリのウロコを引く岡田大介氏

能登の里海から 8

25

魚
種
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
し
、
里
山
の
産
物
と
の
コ
ラ
ボ

企
画
、
例
え
ば
能
登
島
の
米
を
味
わ
う
た
め
の
魚
料
理

や
、
保
存
食
づ
く
り
な
ど
も
可
能
だ
。
奥
が
深
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

そ
の
一
方
で
難
し
さ
も
分
か
っ
て
き
た
。
水
揚
げ
の

予
想
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。
例
年
こ
の
季
節
な
ら
こ
の

魚
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
前
提
が
通
用
し
な
く
な
っ

て
き
た
。
確
実
に
旬
が
ず
れ
て
き
て
い
る
う
え
、
漁
獲

高
も
変
化
し
て
い
る
。
能
登
島
の
漁
業
は
主
に
定
置
網

に
よ
る
た
め
、
特
定
の
魚
を
狙
っ
て
獲
る
わ
け
で
は
な

く
、
網
に
偶
然
入
っ
た
魚
が
そ
の
日
の
水
揚
げ
だ
。
ど

ん
な
魚
が
い
つ
揚
が
る
か
が
す
ぐ
魚
価
に
反
映
さ
れ
る

わ
け
だ
が
、
こ
の
変
化
は
か
な
り
顕
著
で
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
戦
略
的
な
漁
業
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
の
ど
か
な
能
登
島
の
海
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
人
口
爆
発
の
波
が
静
か
に
押
し
寄
せ
て
い
る
か
の
よ

う
だ
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
世
界
情
勢
の
変
化
や
気
候

変
動
の
波
が
迫
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
ん
な
見
え

な
い
荒
波
に
も
し
な
や
か
に
対
応
し
て
い
く
能
力
こ
そ

が
、
こ
の
先
最
も
役
に
立
つ
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
に

か
く
大
変
な
世
の
中
だ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

と
は
い
え
、
次
回
も
そ
ん
な
こ
と
は
横
に
置
い
て
、

目
の
前
の
魚
に
向
き
合
う
贅
沢
を
堪
能
し
よ
う
と
、
実

は
私
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

この日は握りずしの回。さまざまな魚種を握りずしにする

ふ
く
し
ま
・
よ
う
こ

能
登
島
地
域
づ
く
り
協
議
会
・
地
域
づ
く
り
専
門
員
。
金
沢
市
生
ま
れ
で
、

実
家
は
東
山
の
三
味
線
店
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
各
国
を
訪
れ
、
ス

イ
ス
で
の
ガ
イ
ド
経
験
あ
り
。
30
代
半
ば
で
再
び
大
学
に
編
入
し
、
卒
業

と
同
時
に
七
尾
市
に
移
住
。
能
登
島
の
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
。
現
在
は

「
の
と
島
ク
ラ
シ
カ
タ
研
究
所
」
を
立
ち
上
げ
、
島
の
暮
ら
し
を
受
け
継
ぎ
、

引
き
継
ぐ
た
め
の
活
動
を
行
う
。

タラのお腹を捌くと白子がどっさりほぼすべての部位を余すところなく食材にしていく

タラのさまざまな部位を使って料理を作る
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２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）に

向
け
た
世
界
、日
本
の
動
き

文
・
写
真
◎
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

中
里　

茂

小特集

２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
現
在
の
状
況

２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
現
在
の
状
況

２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
現
在
の
状
況

２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
現
在
の
状
況

地
球
温
暖
化
の
現
状
と

世
界
の
脱
炭
素
に
向
け
た
動
き

私
た
ち
の
住
む
地
球
で
は
、
毎
年
の
よ

う
に
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
に
よ
り
世

界
各
地
で
熱
波
や
森
林
火
災
、干
ば
つ
、集

中
豪
雨
に
よ
る
大
洪
水
な
ど
の
気
象
災
害

が
多
発
し
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
今

や�
気
候
危
機
�と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
要
因
は
、
18
世
紀
半
ば

の
産
業
革
命
に
よ
っ
て
人
類
が
石
炭
や
石

油
、
天
然
ガ
ス
と
い
っ
た
化
石
燃
料
を
燃

や
し
続
け
た
結
果
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス

（
温
室
効
果
ガ
ス
の
中
で
も
特
に
排
出
量

が
多
い
二
酸
化
炭
素
）
の
影
響
と
い
う
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
I
P
C
C
（
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
評
価
報

告
書
で
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
1

年
発
表
の
第
6
次
評
価
報
告
書
で
は
、「
人

間
活
動
の
影
響
で
地
球
が
温
暖
化
し
て
い

る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
結
論
づ

け
て
い
ま
す
。

地
球
の
温
暖
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
2
0

2
1
年
で
は
4
1
5
・
7
p
p
m
と
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、世
界
の
平
均
気
温
が
産

業
革
命
前
に
比
べ
て
、1
・
09
℃
ま
で
上

昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
す
。

約200年前（1800年）
二酸化炭素濃度　約280ppm

2021年
二酸化炭素濃度　415.7ppm

二酸化炭素(CO2) 76％
メタン(CH4) 16％
一酸化二窒素(N2O) 6％
フロン等 2％

温室効果ガスの内訳

温室効果ガスは
ほとんどが
二酸化炭素

温室効果ガス
(CO2)

温室効果ガス
(CO2)

産業革命前と比較した二酸化炭素濃度の変化

地球全体のCO2濃度の経年変化
出典：気象庁

世界の平均気温の変化
出典：全国地球温暖化防止活動推進
センターウェブサイト（https : //www.
jccca.org/）
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2050年の脱炭素社会に向けた現在の状況小特集

140001000

800

600

400

200

0

12000

10000

8000

6000

4000

2000

0
（万人）（団体数） R元.9 R2.10.26 現在（R5.3.31）

1,956万人
4自治体

7,883万人
166自治体

1億2,577万人
934自治体

こ
れ
に
対
し
国
際
社
会
は
、
2
0
1
5

年
12
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
か
れ
た
C
O
P

21
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締

約
国
会
議
）
で
の
、
世
界
の
平
均
気
温
の

上
昇
を
産
業
革
命
前
と
比
較
し
て
2
℃
未

満
（
1
・
5
℃
以
内
を
目
標
）
に
抑
え
る

こ
と
の
合
意（
パ
リ
協
定
）や
、
2
0
1
8

年
I
P
C
C
の「
1
・
5
℃
特
別
報
告
書
」

か
ら
、
早
期
に
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
実
質
�
ゼ
ロ
�
に
す
る
脱
炭

素
化
へ
の
動
き
が
加
速
化
し
、
2
0
2
1

年
4
月
現
在
、
1
2
5
カ
国
・
1
地
域
で

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
表
明

し
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
取
り
組
み

我
が
国
に
お
い
て
は
、
2
0
2
0
年
10

月
に
菅
前
総
理
が
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
行
い
、
2
0
2
1

年
4
月
に
は
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
を
2
0
1
3
年
度
比
46
％
削
減

す
る
こ
と
を
表
明
し
、「
脱
炭
素
化
」
に

向
け
て
大
き
く
舵
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

同
年
6
月
に
は
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
、
地
域
か
ら
始
ま

る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
2
0
2

3
年
3
月
末
現
在
9
3
4
自
治
体
（
46
都

道
府
県
、
5
3
1
市
、
3
5
7
町
等
）
が

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
表
明
し
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

カーボンニュートラルとは？日本のカーボンニュートラルに向けた取り組み
～脱炭素社会実現に向けたロードマップ～

二酸化炭素をはじめ温室効果ガス
の排出量から植林、森林管理など
による吸収量を差し引いて、合計
を実質的にゼロ（プラスマイナス
ゼロ）にすること。

二酸化炭素
排出量

排出量
ゼロ

①使用エネルギーの消費量の削減（省エネ等）
②省エネ設備の導入（燃料転換、高効率化）
　再生可能エネルギーの導入　
③適切な森林管理（植林等）、クレジットの
　購入等

【カーボンニュートラルの定義】
自らの責任範囲において排出量をできる限り削減したうえで、それでもなお残った排出量分について、他
の活動で排出削減により埋め合わせができている状態とされる。
自らの削減の努力なく、他の排出削減で埋め合わせただけのものは、カーボンニュートラルではない。

2030年温室効果ガス
46％削減
（2013年度比）

2050年脱炭素社会
（二酸化炭素を排出しない社会）

カーボンニュートラル

（部門別CO2削減目標）
産業部門　△37％
業務部門　△50％
運輸部門　△38％
家庭部門　△66％

温室効果ガスの排出自体を抑
制するだけでなく、排出された
二酸化炭素を回収するなどして
差し引きで実質ゼロにする。

火　力 75.7％ ⇒ 41％
再エネ 18.1％ ⇒ 36 ～38％　
原子力 6.2％ ⇒ 20 ～22％
水素・アンモニア ⇒ 1％

火力・原子力 30 ～ 40％
再エネ 50 ～ 60％
水素・アンモニア 10％

二酸化炭素
削減対策

エネルギー
対策

石
川
県
の
取
り
組
み

石
川
県
で
は
、
2
0
2
2
年
9
月
1
日

に
県
環
境
総
合
計
画
の
改
定
を
踏
ま
え
て

「
い
し
か
わ
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣

言
」
が
行
わ
れ
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

た
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
指
針
が
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
（
※
詳
し
く
は
P
28
〜

31
を
参
照
）。

石川県環境総合計画

ま
た
、
2
0
2
3
年
3
月
現
在
、
県
内

で
は
全
19
市
町
の
う
ち
12
市
町
で
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
表
明
が
行
わ
れ
、
地
域

の
活
性
化
や
地
域
の
特
性
、
地
域
資
源
の

活
用
を
踏
ま
え
た
脱
炭
素
社
会
実
現
へ
の

具
体
的
な
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
自
治
体
】

珠
洲
市
、
輪
島
市
、
七
尾
市
、
か
ほ
く
市
、

津
幡
町
、
内
灘
町
、
金
沢
市
、
野
々
市
市
、

白
山
市
、
能
美
市
、
小
松
市
、
加
賀
市

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
石
川
県
に
お
け

る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

カーボンニュートラル表明
2050年
〃
〃
〃

2045年
2050年
〃

2070年
2060年

※インド・中国はＧＤＰ当たりのＣＯ２排出量、その他の国は温室効果ガスの排出量

2030年削減目標
46％（2013年度比）
50～52％（2005年比）
55％（1990年比）
68％（1990年比）
65％（1990年比）

40～45％（2005年比）
43％（2005年比）
45％（2005年比）
65％以上（2005年比）

国・地域
日本
アメリカ
ＥＵ
イギリス
ドイツ
カナダ

オーストラリア
インド
中国

主要国・地域の温室効果ガス削減目標とカーボンニュートラル表明

カーボンニュートラルを表明した自治体の人口・
数の推移（2023年3月31日時点）
※環境省「地方公共団体における2050年二酸化炭素排出
実質ゼロ表明の状況」（https : //www.env.go.jp/policy/
zerocarbon.html）のデータをもとに作成
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カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た

石
川
県
の
取
り
組
み

文
◎
石
川
県
生
活
環
境
部
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
課

※
温
暖
化
・
里
山
対
策
室
は
令
和
5
年（
2
0
2
3
）4
月
1
日
よ
り
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
課
と
な
り
ま
し
た

19%削減

【中期目標】
50%削減

【長期目標】
カーボンニュートラル

（イメージ）

570

▲43

613

919
1,134

2013
（基準年度）

2019
（現況）

2030
（中期目標）

2050
（長期目標）

（万t-CO2）

温室効果ガス排出量

森林等吸収量

2
0
2
2
年
を
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
元
年
に

石
川
県
で
は
、
2
0
2
2
年
を
「
い
し

か
わ
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
元

年
」
と
位
置
づ
け
、9
月
に
、「
ふ
る
さ
と

石
川
の
環
境
を
守
り
育
て
る
条
例
」
を
改

正
す
る
と
と
も
に
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言

し
、「
石
川
県
環
境
総
合
計
画
」
を
改
定

し
ま
し
た
。

同
条
例
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

が
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
盛
り
込
み
、同
計
画
で
は
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
長
期
目
標

と
位
置
づ
け
た
上
で
、
中
期
目
標
と
な
る

2
0
3
0
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
を
、
2
0
1
3
年
度
比
で
従
前
の
30
％

削
減
か
ら
50
％
削
減
に
大
幅
に
引
き
上
げ

ま
し
た
。

目指すべき環境の姿

2050年までに県内の温室効果ガス排出量の実質ゼロ
（カーボンニュートラル）を目指します。

2030年度の温室効果ガス排出量を50％削減します。
（2013年度比）

長期目標

中期目標

部門別の排出量と削減目標（単位：万t‐CO2）

旧目標

▲30%

▲40%

▲40%

▲7%

▲28%

▲19%

▲16

③2030年度
削減率（①→③）

▲50%

▲66%

▲51%

▲38%

▲35%

▲29%

－

（中期目標）

570

88

132

143

161

89

▲43

②2019年度
削減率（①→②）

▲19%

▲29%

▲32%

▲12%

▲7%

▲7%

－

（現況）

919

186

184

202

229

116

－

①2013年度
（基準年度）

1，134

263

270

229

247

125

－

部門

合計

家庭部門

業務部門

産業部門

運輸部門

その他

森林吸収

目標達成に向けた削減イメージ
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高断熱・高性能設備で
エネルギーを上手に使う

エネルギーを
創る

給湯

照明

換気

冷房

暖房

給湯

照明

換気
冷房

暖房

削減

省エネ
（20％以上削減）

創エネ

エネルギー
収支

以下

0
ゼロ

取
り
組
み
の
方
向
性

石
川
県
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
割
合

（
主
要
4
部
門
）
を
見
る
と
、
家
庭
部
門

が
全
体
の
約
23
％
、
運
輸
部
門
が
約
29
％

を
占
め
て
お
り
、
全
国
と
比
べ
て
高
い
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。
長

期
目
標
・
中
期
目
標
の
達
成
に
向
け
て
は
、

こ
の
よ
う
な
本
県
の
特
性
を
踏
ま
え
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

石川県 家庭
23.2%

業務
23.0%

産業
25.2%

運輸
28.6%

国 家庭
16.9%

業務
20.5%

産業
40.8%

運輸
21.8%

県・国の部門別二酸化炭素排出割合（2019年度）

家
庭
部
門
で
は

住
宅
省
エ
ネ
化
を
促
進

家
庭
部
門
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に

は
、
Z
E
H
（
※
）
な
ど
住
宅
の
省
エ
ネ

化
・
創
エ
ネ
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
県
で
は
、
Z
E
H
（N

early
ZEH

〔
省
エ
ネ
20
％
以
上
＋
創
エ
ネ
で
75
％
〜

1
0
0
％
未
満
の
削
減
〕、ZEH

O
riented

〔
省
エ
ネ
20
％
以
上
〕
を
含
む
）
の
新
築

と
、
省
エ
ネ
効
果
の
高
い
開
口
部
（
窓
、

ド
ア
）
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
対
象
と

し
た
国
の
補
助
に
上
乗
せ
し
た
補
助
制
度

を
創
設
し
ま
し
た
。

※
Z
E
H
（
ゼ
ッ
チ
）
と
は
、net

Zero

Energy
H
ouse

の
略
称
で
、
省
エ
ネ

と
創
エ
ネ
に
よ
り
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
の
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
住
宅

家
庭
部
門
及
び
運
輸
部
門
の
特
性

〈
家
庭
部
門
〉

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
大
部
分
を
占
め
る

住
宅
に
お
い
て
、
石
川
県
の
日
照
時
間
が

短
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

※
年
間
日
照
時
間

全
国
平
均
1,
9
9
0
時
間

石
川
1,
8
9
6
時
間

※
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
率

全
国
平
均
4
・
1
％

石
川
2
・
7
％

住
宅
面
積
が
広
く
、
寒
冷
地
で
高
い
断
熱

性
能
が
必
要
で
あ
り
建
設
コ
ス
ト
が
か
さ

む
こ
と
か
ら
、
Z
E
H（
※
）の
普
及
率
が

全
国
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

〈
運
輸
部
門
〉

世
帯
あ
た
り
の
自
家
用
車
保
有
台
数
が
全

国
に
比
べ
て
多
い
。

※
世
帯
あ
た
り
の
自
家
用
車
保
有
台
数

全
国
1
・
0
台

石
川
1
・
5
台

ZEHイメージ図
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金沢西高校前 県庁西口

いしかわ
エコハウス
いしかわ
エコハウス

石川県工業試験場石川県工業試験場

石川県地場産業
振興センター
石川県地場産業
振興センター

P P

P

い
し
か
わ
エ
コ
ハ
ウ
ス
で

省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
啓
発

Z
E
H
や
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
の
有
効

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
県
民
が

Z
E
H
を
実
際
に
体
感
で
き
る
場
所
と
し

て
、
2
0
1
0
年
に
開
館
し
た
い
し
か
わ

エ
コ
ハ
ウ
ス
を
Z
E
H
化
し
ま
す
。

Z
E
H
化
に
あ
た
っ
て
は
「
省
エ
ネ
の

強
化
」「
創
エ
ネ
の
強
化
」「
災
害
時
の
備

え
」
を
柱
と
し
、
最
先
端
の
設
備
を
備
え

た
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
Z
E
H
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

県
民
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
人
材
と
し
て
、

専
門
知
識
を
有
す
る
建
築
士
「
ゼ
ロ
エ
ネ

住
宅
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
育
成
し
ま
す
。

運
輸
部
門
で
は
環
境
に

や
さ
し
い
車
の
購
入
を
促
進

県
で
は
、
電
気
自
動
車
（
E
V
）、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車

（
P
H
V
）、
燃
料
電
池
自
動
車（
F
C
V
）

に
対
し
国
の
補
助
制
度
に
上
乗
せ
す
る
補

助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
E
V

は
災
害
時
の
電
源
供
給
手
段
と
し
て
も
有

用
で
あ
り
、
こ
う
し
た
多
面
的
効
果
も

P
R
す
る
た
め
、県
有
施
設
に
V
2
H（
住

宅
か
ら
E
V
へ
の
充
電
、
E
V
か
ら
住
宅

へ
の
給
電
が
で
き
る
機
器
）
を
設
置
し
て

災
害
拠
点
モ
デ
ル
と
し
て
発
信
す
る
こ
と

で
、
避
難
所
を
運
営
す
る
市
町
や
企
業
・

個
人
宅
へ
の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
県
庁
自
ら
が
率
先
し
て
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
む
た
め
に
策

定
し
て
い
る
「
県
庁
グ
リ
ー
ン
化
率
先
行

動
プ
ラ
ン
」
の
削
減
目
標
に
つ
い
て
、
国

の
50
％
を
上
回
る
60
％
に
引
き
上
げ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
設
備
の
計

画
的
な
導
入
な
ど
を
進
め
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
て
は
、
県
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
、
事
業
者
、

市
町
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

い
し
か
わ
エ
コ
ハ
ウ
ス

建
物
概
要
・
規
模

木
造
2
階
建
て

延
床
面
積
約
3
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル

管
理
運
営

公
益
社
団
法
人
い
し
か
わ
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
県
民
会
議

（
石
川
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）

所
在
地

石
川
県
金
沢
市
鞍
月
2－

1

産
業
振
興
ゾ
ー
ン
内

工
業
試
験
場
前
芝
生
地

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
生
活
環
境
部

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
課

電
話
／
0
7
6－

2
2
5－

1
4
6
2

さ
ら
に
詳
し
い
内
容
は「
石
川
県
環
境
白
書
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。こちらから

アクセス！

V2H機器

いしかわエコハウス

電気自動車への充電
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石川県が取り組む主な地球温暖化対策～石川県環境総合計画より～
（1）県民・事業者等による温室効果ガスの排出削減
〈家庭部門〉
●いしかわの地域特性に適した省エネ住宅等の普及促進
ゼロエネ住宅アドバイザーの育成・活用や、いしかわエコハウスの機能強化・活用を通じて
ZEHの普及啓発を促進、ZEHの新築や省エネリフォームの支援
●脱炭素型ライフスタイルの定着に向けた気運醸成
10月10日を「いしかわゼロカーボンの日」とし、県民や事業者へのライトダウンの呼び掛
けなど啓発活動を実施、「いしかわECOアプリ」の普及により、日々のエコ活動に応じた
ポイントをきめ細かく付与するなど、県民の環境配慮に対する行動を促進

〈運輸部門〉
●環境配慮型の自動車の普及促進
電気自動車・プラグインハイブリッド自動車・燃料電池自動車の普及に向けた支援、水素ステーションの整備
●カーボンニュートラルポートの形成推進（金沢港、七尾港）

〈業務・産業部門〉
●環境配慮型の事業活動の理解推進
事業者の環境マネジメントシステムの登録を支援、省エネ設備等の導入支援、省エネに関する助言・提案を行う専
門家の派遣、優良取り組み事例の発信
●県内企業のエコ製品・サービスの開発等の促進
いしかわエコデザイン賞の表彰や石川県エコ・リサイクル製品の認定、水素・洋上風力発電等のカーボンニュートラ
ル分野の研究開発の促進

〈その他〉
●プラスチックごみの排出抑制の推進
スーパー、ドラッグストア等との協定を通じ、レジ袋等の使い捨てプラスチックの削減推進
●環境保全型農業の推進
水田からのメタン排出削減のため、中干し期間の延長など環境にやさしい栽
培技術の導入推進
●環境教育・環境学習、自然体験の場の提供
水素を活用したエネルギーの地産地消モデルの構築、環境学習の場としての
活用
●食品ロスの削減の推進
「食べ物を無駄にしない、もったいない」という意識の醸成
●再生可能エネルギーの導入促進
石川の豊かな自然環境、美しい景観及び県民の生活環境との調和が図られる
よう留意しつつ、再生可能エネルギーの導入を促進

（2）緑化・森林・林業における二酸化炭素の吸収・固定
●多様で健全な森林の整備・保全
森林の適切な管理・保全と主伐・再造林による森林資源の循環利用を推進
●県産材の利用促進
県産材利用の助成により、住宅や民間施設での県産材利用を促進
●森林吸収量のクレジット化の推進
Jクレジット制度の林業経営者への周知

（3）県庁における温室効果ガスの排出削減
●再生可能エネルギー・省エネ設備の計画的導入 など

推進体制
「いしかわカーボンニュートラル県民推進会議」の設置

もったいない市（食品ロス削減の推進）

高性能林業機械

いしかわECOアプリ



い
し
か
わ
の
資
源
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
を

活
用
し
た
体
験
型
環
境
食
育

〜
食
の
環
境
負
荷
を
低
減
し
価
値
を
高
め
る
食
育
〜（
第
６
回
食
育
活
動
表
彰　

農
林
水
産
大
臣
賞
）

文
・
写
真
◎
N
P
O
エ
コ
ラ
ボ　

理
事
長
中
村　

早
苗
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私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
食
は
、
持

続
可
能
性
を
考
え
る
上
で
重
要
な
テ
ー
マ

の
一
つ
で
す
。
今
回
は
、
食
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
教
育
活
動
を
実
践
し
、
食

育
活
動
表
彰
を
受
け
た
「
N
P
O
エ
コ
ラ

ボ
」
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

わ
が
国
の
食
料
自
給
率
は
40
％
以
下
と

海
外
に
食
を
依
存
し
て
お
り
、
食
料
輸
送

量
と
輸
送
距
離
を
評
価
し
た
「
フ
ー
ド
・

マ
イ
レ
ー
ジ
」
も
大
き
く
、
食
料
輸
送
に

よ
る
環
境
負
荷
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
地
球
環
境
保
全
と
地
域
産
業
の
振
興

を
考
え
る
と
き
、
豊
か
な
農
水
産
資
源
に

恵
ま
れ
た
石
川
県
で
は
、
地
元
食
材
を
い

た
だ
く
「
地
産
地
消
」
が
効
果
的
で
す
。

日本（2016年）

日本（2010年）

日　本

韓　国

アメリカ

イギリス

フランス
ドイツ

（
２
０
０
１
年
）

注：世界最大は中国（計算していない）

（億t・km）
0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000

畜産物（第1、2、4類）
水産物（第3類）
野菜・果実（第7、8、20類）
穀類（第10、11、19類）
油糧種子（第12類）
砂糖類（第17類）
コーヒー、茶、ココア（第9、18類）
飲料（第22類）
大豆ミール等（第23類）
その他

輸入食料のフード・マイレージの比較（総量、品目別）
出典：中田哲也著『フード・マイレージあなたの食が地球を変える』より

い
し
か
わ
の
恵
み
を
活
か
し
た

環
境
食
育

N
P
O
エ
コ
ラ
ボ
で
は
、
食
の
生
産
・

流
通
・
保
存
・
調
理
・
廃
棄
に
注
目
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
食

育
を
目
指
し
、
い
し
か
わ
の
資
源
を
活
用

し
た
体
験
型
の
環
境
食
育
の
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

環
境
配
慮
型
農
業
を
行
っ
て
い
る
農
園

で
開
催
し
た
「
育
て
て
食
べ
る
じ
わ
も
ん

親
子
塾
」（
’15
〜
’18
年
度
）
で
は
、
五
感

を
使
っ
た
楽
し
い
農
業
体
験
を
実
施
、
生

物
多
様
性
の
保
全
、
農
薬
使
用
量
削
減
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
環
境
保
全
へ
の

意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

N
P
O
エ
コ
ラ
ボ
の
活
動
紹
介

農
林
水
産
省
で
は
、
表
彰
を
受
け
た

N
P
O
エ
コ
ラ
ボ
の
活
動
内
容
を
動
画
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
N
P
O

エ
コ
ラ
ボ
」
で
は
、
講
演
会
や
ソ
ー
ラ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
講
座
動
画
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

活動内容は
こちらから
アクセス！

YouTube
チャンネルは
こちらから
アクセス！

育てて食べるじわもん親子塾
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調
理
実
習
で
は
良
質
の
地
域
食
材
を
優

先
利
用
、
地
産
地
消
に
よ
る
環
境
負
荷
低

減
効
果
を
数
値
で
評
価
す
る
と
と
も
に
、

伝
統
的
に
あ
る
食
が
自
然
と
共
生
し
、
祭

礼
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
に
役
立
っ
て
い
る
文
化
的
価

値
も
伝
え
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

い
つ
も
人
気
。
大
学
や
防
災
組
織
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
被
災
時
の
活
用
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

「
キ
ッ
チ
ン・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

食
品
ロ
ス
の
発
生
抑
制

わ
が
国
の
食
品
ロ
ス
の
発
生
量
は
年
間

約
5
2
2
万
t
。
そ
の
発
生
抑
制
を
進
め

る
た
め
、
生
産
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
家
庭
の
食
材
管
理
に
も

応
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
在

庫
の
把
握
、
適
量
購
入
・
3
S
（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
）
に
よ
る
保
存
、
献
立
の
考

え
方
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
余
っ
た
食
材

を
有
効
活
用
す
る
サ
ル
ベ
イ
ジ
ク
ッ
キ
ン

グ
や
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ポ
ス
ト
の
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。

ごみゼロアクション・適量購入を学ぶキッチンマネジメントを学ぶ

持
続
可
能
な
食
を
希
求
す
る

時
代
に

気
候
危
機
の
進
展
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

の
影
響
を
受
け
、
食
料
の
安
全
保
障
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
し
か
わ
の
食
料

シ
ス
テ
ム
の
価
値
を
評
価
し
、
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
持
続
可
能
な
食
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

N
P
O
エ
コ
ラ
ボ

理
事
長

中
村

早
苗

環
境
省
登
録

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

経
済
産
業
省
主
催

平
成
20
年
度
「
省
エ
ネ
コ

ン
テ
ス
ト
」
経
済
産
業
大
臣
賞

農
林
水
産
省
主
催
「
第
6
回
食
育
活
動
表
彰
」
教

育
等
関
係
者
の
部

農
林
水
産
大
臣
賞（
N
P
O

エ
コ
ラ
ボ
）

スマートコンポストを科学する

ソーラークッキング（いしかわ自然学校）

伝統食笹寿司を作る（いしかわ自然学校）



地
域
資
源
の
特
色
を
活
か
し
た
元
気
な
里
山
里
海
づ
く
り

〜
好
事
例
の
紹
介
〜

石
川
県
農
林
水
産
部
里
山
振
興
室
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い
し
か
わ
里
山
振
興

フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て

県
で
は
、
里
山
里
海
地
域
の
活
性
化
に

向
け
、
平
成
23
年
（
2
0
1
1
）
度
に
地

元
金
融
機
関
の
協
力
を
得
て
「
い
し
か
わ

里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
「
生
業
の
創
出
」
な
ど

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
2
9
7
件
の
取
り
組
み
を
採

択
し
て
お
り
、
今
回
は
、
令
和
元
年
（
2

0
1
9
）
度
と
令
和
3
年
（
2
0
2
1
）

度
に
採
択
し
た
2
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。な

お
、
令
和
5
年
（
2
0
2
3
）
度
は

4
月
20
日
か
ら
6
月
20
日
ま
で
の
期
間
、

取
り
組
み
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

申
請
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
「
い
し
か

わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド
」
で
検
索
し
、
公

募
要
領
、
申
請
様
式
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

く
だ
さ
い
。

いしかわ里山振興ファンド（公募事業）

1 里山里海の地域資源を活用した生業の創出
（1）新商品・新サービス開発支援
里山里海の地域資源を活用した新商品・新サービスの開発、販路開拓等を支援
■補助率：3/4 ■補助限度額：2,000千円（3年以内）
■対象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

（2）新商品・新サービス開発に係る事前調査支援
市場調査や商品化に係る技術的な問題点、実施体制等の課題解決を支援

■補助率：定額 ■補助限度額：500千円（1年以内）
■対象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

（3）開発商品・サービスの改良・販路拡大支援
（1）で開発した商品・サービスのうち、改良、販路拡大により、更なる売上の拡
大等が目指せると認められた場合に追加支援
■補助率：2/3 ■補助限度額：700千円（1年以内）
■対象：過去に（1）に採択された農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

2 チャレンジ精神旺盛な「生業の担い手」の参入支援
新たに里山里海の地域資源を活用した生業の担い手を目指す地域の若者や移住者
に対する奨励金を支給
■補助率：定額 ■補助限度額：2,400千円（2年以内）
■対象：里山里海の地域資源を活用した生業を行う地域の若者、移住者等

3 里山里海地域の振興
（1）里山里海地域を元気にするイベント支援
里山里海地域の資源を活かし、住民自ら行うイベントへの支援
■補助率：3/4（1年目）、2/3（2年目、3年目）
■補助限度額：1,500千円/年（1年目）、1,000千円/年（2年目、3年目）
■対象：里山里海地域に居住する住民が主体となる団体等

4 スローツーリズムの推進
（1）多様な滞在メニューの開発支援
来訪者が一日でも長く滞在できる多様なサービスを開発する取組に対する支援
■補助率：3/4 ■補助限度額：1,000千円（2年以内）
■対象：農林水産事業者、企業（個人事業者含む）、NPO等

（2）地域の合意形成に向けた支援
地域一体で多様なサービスが提供できるように地域関係者で合意形成を図る取組
を支援
■補助率：定額 ■補助限度額：1,000千円（2年以内）

（3）モデル的な取組への総合支援
地域一体となり取組むための計画策定から滞在メニューの開発、景観形成や農家
民宿の改修までを総合支援
■補助率：定額（計画策定）、3/4（滞在メニュー開発）、1/2（ハード整備）
■補助限度額：ソフト5,000千円、ハード10,000千円（3年以内）

地域資源の特色を活かした元気な里山里海づくり
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私
は
津
幡
町
出
身
で
、
横
浜
市
や
ド
イ

ツ
、
加
賀
市
の
工
房
で
家
具
製
作
の
経
験

を
積
ん
だ
後
、
平
成
29
年
（
2
0
1
7
）

に
珠
洲
市
に
移
住
し
、
林
業
に
従
事
し
な

が
ら
家
具
製
作
を
続
け
、
令
和
3
年
（
2

0
2
1
）
6
月
に
珠
洲
市
三
崎
町
に
念
願

の
家
具
工
房
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

珠
洲
市
で
伐
期
を
迎
え
て
供
給
過
多
に

な
っ
て
い
る
杉
材
を
活
用
し
た
家
具
を
製

作
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
い
し
か
わ
里

山
振
興
フ
ァ
ン
ド
を
利
用
し
、
地
域
の
林

業
者
や
製
材
業
者
と
連
携
し
て
木
材
の
背

景
の
伝
わ
る
家
具
作
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。令

和
3
年
（
2
0
2
1
）
秋
の
奥
能
登

国
際
芸
術
祭
で
は
、
珠
洲
市
の
製
材
所
と

東
京
の
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
結
成
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
製
作
・
出
展
し

た
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
が
注
目
を
集
め
、

東
京
の
企
業
か
ら
注
文
が
入
る
な
ど
、
活

動
を
広
く
伝
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

珠
洲
産
ケ
ヤ
キ
の
椅
子
を
作
っ
た
際
は
、

そ
の
製
作
過
程
を
紹
介
す
る
本
を
作
り
、

椅
子
と
セ
ッ
ト
で
販
売
し
、
こ
の
本
を

き
っ
か
け
に
新
た
な
製
作
依
頼
も
あ
り
ま

し
た
。

今
後
は
、
製
作
し
た
家
具
と
木
材
を
一

緒
に
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
す
る

な
ど
、
さ
ら
に
珠
洲
産
の
木
材
を
使
っ
た

家
具
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

珠洲産スギを使ったソファーと机

私
は
、
奥
能
登
の
農
家
か
ら
人
手
不
足

や
経
営
難
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
る
な

か
で
、「
農
業
と
福
祉
の
連
携
が
で
き
れ

ば
農
家
と
障
が
い
者
が
と
も
に
活
躍
で
き

る
」
と
考
え
、
奥
能
登
唯
一
の
障
が
い
者

の
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
運
営
す
る
会

社
を
令
和
元
年
（
2
0
1
9
）
に
設
立
し

ま
し
た
。

当
社
で
は
、
い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ

ン
ド
を
利
用
し
、
規
格
外
と
し
て
廃
棄
さ

れ
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
活
用
し
た

「
能
登
町
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
カ
レ
ー
」
の
開

発
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
好
評
と
な
り
、

し
い
た
け
農
家
や
フ
グ
の
網
元
か
ら
も
規

格
外
品
の
活
用
を
相
談
さ
れ
、「
能
登
し

い
た
け
カ
レ
ー
」
や
「
輪
島
ふ
ぐ
カ
レ
ー
」

の
開
発
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

加
工
に
あ
た
っ
て
は
専
門
家
に
相
談
し

な
が
ら
、
殺
菌
と
食
材
の
食
感
を
両
立
さ

せ
た
ほ
か
、
障
が
い
者
就
労
施
設
の
利
用

者
が
カ
レ
ー
の
製
造
・
袋
詰
め
・
箱
入
れ

ま
で
の
す
べ
て
の
工
程
を
行
い
、
通
常
の

製
造
委
託
販
売
で
は
対
応
が
難
し
い
小

ロ
ッ
ト
の
製
造
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

能
登
の
食
材
を
活
用
し
た
3
種
の
カ

レ
ー
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
で
販
路
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
能
登
の
里
山
里
海
の
資
源
を
活

用
し
た
商
品
開
発
に
よ
り
、
生
産
者
の
所

得
確
保
や
障
が
い
者
な
ど
の
就
労
機
会
の

確
保
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

能登の食材を活用した3種のカレー

活
動
レ
ポ
ー
ト
①

〈
令
和
3
年
度
い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド
採
択
〉

珠
洲
産
の
木
材
に
こ
だ
わ
っ
た

家
具
工
房
の
開
業

Suzu
W
oodw

orking
Studio

代
表

辻
口

洋
史

活
動
レ
ポ
ー
ト
②

〈
令
和
元
年
度
い
し
か
わ
里
山
振
興
フ
ァ
ン
ド
採
択
〉

農
福
連
携
に
よ
る
奥
能
登
の

食
材
を
活
用
し
た
商
品
開
発

株
式
会
社
奥
能
登
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
取
締
役

奥
田

和
也

お
問
い
合
わ
せ
先

Suzu
W
oodw

orking
Studio

珠
洲
市
三
崎
町
杉
山
20
部
39
番
地

電
話
／
0
9
0－

8
0
9
1－

6
4
5
8

お
問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社

奥
能
登
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

輪
島
市
里
町
1－

6－

1

電
話
／
0
7
6
8－

3
4－

1
3
5
0



い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
２

文
・
写
真
◎
石
川
県
生
活
環
境
部
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
課

※
温
暖
化
・
里
山
対
策
室
は
令
和
5
年（
2
0
2
3
）4
月
1
日
よ
り
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
課
と
な
り
ま
し
た
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「
い
し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
」は
、
脱

炭
素
（
地
球
温
暖
化
防
止
）、
里
山
里
海

保
全
な
ど
の
自
然
共
生
、
資
源
循
環
（
３

Ｒ
）
な
ど
、
環
境
保
全
に
役
立
つ
石
川
発

の
優
れ
た「
製
品（
モ
ノ
づ
く
り
）」「
サ
ー

ビ
ス
（
コ
ト
お
こ
し
）」
を
表
彰
す
る
県

の
制
度
で
す
。

こ
の
賞
に
お
け
る
「
デ
ザ
イ
ン
」
に
は
、

姿
・
形
（
意
匠
・
装
飾
）
だ
け
で
な
く
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
コ
ン
セ
プ

ト
や
姿
勢
（
戦
略
・
企
画
・
設
計
）
も
幅

広
く
含
ん
で
い
ま
す
。

県
で
は
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
や
エ

コ
な
取
り
組
み
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
た

め
、
優
れ
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
表
彰
や

P
R
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
第
12
回
目
の
開
催
と
な
る
「
い

し
か
わ
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
賞
2
0
2
2
」
を

受
賞
し
た
、
16
件
の
受
賞
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

概 要
既設の木材乾燥炉に
改質水製造装置と抗
火石を加えることで、
木材の乾燥期間や使
用燃料を約半分にで
きる技術

評価点
・木材の重要な製造工程である「乾燥」において、木材の特性を保持しな
がら乾燥期間を短縮できる優れた技術
・林業活性化やカーボンニュートラルの大きな役割を担う国産材の利用を
促進させていく期待の技術

概 要
里山で採取されずに廃棄されるユ
ズ・カヤ、間伐作業で出るクロモ
ジ・月桂樹、能登島の藻塩といっ
た能登の里山里海素材で風味付け
したクラフト・ジン

評価点
・単体では製品になりえない地域
資源を組み合わせて、ジンにす
ることで、ビジネスとして成立させていること
・ボトルラベルのグラフィック・色合いが地元能登を美し
くイメージさせていること

いしかわエコデザイン賞2022 受賞製品・サービス

大 賞

「のとジン」
NTG〔珠洲市〕

大 賞

「改質水と抗火石の高速木材乾燥技術woodbe」
フルタニランバー株式会社〔金沢市〕

受賞までの流れ
（いしかわエコデザイン賞2022の日程）

6月30日まで
関係書類を石川県生活環境部
温暖化・里山対策室まで送付

審査委員会において、書類に
よる一次審査

8月21日
一次審査を通過した応募者は、
いしかわ環境フェアでプレゼン
テーションを実施

いしかわエコデザイン賞を決定

11月18日

応募申込み

一次審査
（書類）

二次審査
（プレゼン）

最終審査

表彰式

受賞製品・サービスへの支援
（１）製品等のPR

パネル展の開催
・石川県地場産業振興センター本館１階
じばさんギャラリー

・石川県立図書館文化交流エリア１階屋内広場
その他、環境フェアや県ホームページ、パンフレッ
トでPR

（２）ロゴマークの使用
（受賞製品等に貼付、広告に使用）

（３）グッドデザイン賞の応募支援

＜サービス領域＞

➡
抗火石

+
改質水製造装置

+
既設木材乾燥炉

＜製品領域＞

ユズ

カヤ

月桂樹

クロモジ

藻塩

いしかわエコデザイン賞2022
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〔金賞・銀賞・銅賞〕
概 要

ひのきの木くずとプラスチックを融合したバイオプラスチックを用い
てプラスチックの使用量を抑えた弁当箱。

牛の胃の微生物の活用により、雑草・農業残さ・生ごみ等からメタン
をつくり発電するシステム。災害時に活用でき脱炭素にも貢献。

七尾湾で育てた美味しいのに見た目の問題で出荷できない傷のある牡
蠣や小さい牡蠣をペーストにして商品価値を創出。

珠洲の地元材、古材や古い建具を積極的に活用して、家具を製作し、
その家具を配置したカフェ等の空間を創出。

熊が木の皮を剥ぐ「くまはぎ」により傷付き捨てられる木を用いたキャ
ンプ用薪。売り上げの一部は里山整備に使用。

太陽光発電を装備した戸建賃貸住宅で、入居者は発電した電気を使え
て、余剰電力は売電し家賃から割引されるサービス。

受賞者

（株）たつみや
〔加賀市〕

石川県公立大学法人
石川県立大学
〔野々市市〕

（株）o.f.s.
〔七尾市〕

SuzuWoodworking Studio
〔珠洲市〕

（株）桑木
〔白山市〕

ハチドリソーラー（株）
〔福岡市〕
ラクラス（株）
〔金沢市〕

製品・サービス名

ひのきのぷら
弁当箱シリーズ

牛の胃の微生物を使用した再生
可能メタン発酵システム×防災
ビール

牡蠣ペースト

地域に眠る木材や建具を再活用
した家具や空間の製作

くまはぎの薪

Re Earth casita
地球を再生する家

賞 位

金 賞
〔製品〕

金 賞
〔サービス〕

銀 賞
〔製品〕

銀 賞
〔サービス〕

銅 賞
〔製品〕

銅 賞
〔サービス〕

〔その他の特別賞〕
概 要

綿布、みつろう（ハチミツの副産物）等の天然由来成分100％で脱プ
ラスチックなラップ。洗って繰り返し使えて台所ゴミを削減。

使いきれない端材を活用してコインケースやミニバッグを製作。繭か
ら糸をつむぎ手作業で織るという昔と変わらぬ工程は、使用する電気
等が少なく環境にやさしい。

石川県の酒蔵で廃棄される酒粕を使用したコスメ。パッケージには廃
棄されるサトウキビの搾りかすを用いたパルプを使用。

企業で使用されなくなったパソコンの部品交換や整備を行い再利用し
て、電子ゴミを削減。パソコンを10台販売する毎に1台を児童養護施
設等に寄附。

ワイングラス等のステム部分が破損しても、ボウル部分と台座部分を
九谷焼磁器で繋ぎ修理するサービス。

里山保全のため採取した木の枝に、金沢箔を手仕事であしらい、それ
をフェアトレードで作られた瓶に飾ったソーラーランプ。

高気密・高断熱化、省エネ空調・照明、太陽光パネル等の導入により
ZEB readyを取得するとともに、都市ガスの空調機器も導入し災害
への対応を強化。

廃棄されるコーヒー豆皮を紙に漉き込み、消臭効果を追加し、伝統的
な金箔打紙製法で作製したあぶらとり紙。

受賞者

ロゼッタワークス（株）
〔能美市〕

加藤手織牛首つむぎ
〔白山市〕

合同会社YOU
〔大阪市〕

（株）DREAM WORKS
〔金沢市〕

清峰堂（株）
〔能美市〕

（株）エイチツーオー
〔金沢市〕

アール・ビー・
コントロールズ（株）
〔金沢市〕

箔一産業（株）
〔金沢市〕

製品・サービス名

みつろうラップ

加藤改石がま口シリーズ

INAHO Sake Lees
―イナホサケレス―

リユースパソコン事業
パソクル

九谷焼SDGsシリーズ

金箔の小枝入り
ソーラーランプ

脱炭素とレジリエンス強化を同
時実現する省エネ
オフィスビルづくり

コーヒーあぶらとり紙

賞 位

低炭素賞
〔製品〕

里山里海賞
〔製品〕

資源循環賞
〔製品〕

資源循環賞
〔サービス〕

資源循環賞
〔サービス〕

パブリシティ賞
〔製品〕

パブリシティ賞
〔サービス〕

フューチャー賞
〔製品〕

特徴
①太陽光付き賃貸住宅
②発電した電気は入居者が使い放題
③余った電気は売電して家賃から割引

Re Earth casita 地球を再生する家

くまはぎの薪

地域に眠る木材や建具を再活用し
た家具や空間の製作

After

牡蠣ペースト

Before牛の胃の微生物を使用した再生
可能メタン発酵システム×防災
ビール

ひのきのぷら弁当箱シリーズ



脱
炭
素
総
合
サ
ポ
ー
ト
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

〜
脱
炭
素
経
営
の
す
す
め
〜

文
◎
石
川
県
生
活
環
境
部
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
課
／
県
民
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
温
暖
化
・
里
山
対
策
室
は
令
和
5
年（
2
0
2
3
）4
月
1
日
よ
り
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
課
と
な
り
ま
し
た
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脱
炭
素
総
合
サ
ポ
ー
ト
窓
口

の
概
要

石
川
県
で
は
、
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、
中
期
目

標
と
し
て
2
0
3
0
年
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
2
0
1
3
年
度
比
で
50
％
削
減

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標

に
向
け
、
県
内
事
業
者
に
よ
る
脱
炭
素
化

の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
民
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内

に
「
脱
炭
素
総
合
サ
ポ
ー
ト
窓
口
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

気
候
変
動
対
策
の
視
点
を
織
り
込
ん
だ

「
脱
炭
素
経
営
」
は
、
企
業
の
社
会
的
評

価
の
向
上
や
リ
ク
ル
ー
ト
対
策
に
も
繋
が

る
な
ど
、多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

窓
口
で
は
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専

門
家
が
、
事
業
者
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た

取
り
組
み
・
課
題
に
対
す
る
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
窓
口
で
の
相
談
は
も
ち
ろ

ん
、現
地
訪
問
・オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
も

無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
県

民
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い（
連
絡
先
は
左
ペ
ー
ジ
）。

ま
た
、
環
境
I
S
O
の
登
録
事
業
者
に

よ
る
省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
な
ど
の
脱
炭
素
化

に
向
け
た
優
良
な
取
り
組
み
事
例
を
石
川

県
の
サ
イ
ト
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
比

較
的
容
易
な
取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介
し

て
い
る
の
で
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
取
得
、
な
ら
び
に
カ
ー
ボ
ンニュー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出

す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

い
し
か
わ
事
業
者
版
／

工
場
・
施
設
版
環
境
I
S
O

優
良
取
組
事
例
集

ご相談事例と実践メリット
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概要ページ

https://ishikawa-zerocarbon.jp/contactお問い合わせ
フォーム

☞https://ishikawa-zerocarbon.jp/

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
書
棚
か
ら

〜
お
す
す
め
書
籍
の
紹
介
〜

中
部
7
県
の
事
業
者
を
対
象
に
、
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
7
県
の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
開
催
す
る
脱
炭

素
経
営
セ
ミ
ナ
ー「
事
業
者
の
脱
炭
素
経
営

入
門
」が
、令
和
4
年（
2
0
2
2
）9
月
と

令
和
5
年（
2
0
2
3
）１
月
の
2
回
に
わ

た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
公
益
財
団
法
人

地
球
環
境

戦
略
研
究
機
関
（
I
G
E
S
）
ビ
ジ
ネ
ス

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／

J
C
L
P
事
務
局
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
気
候
変
動
と
企
業
の

関
わ
り
に
つ
い
て
一
貫
し
て
研
究
及
び
実

践
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
る
松
尾
雄
介
さ

ん
で
し
た
。

第
１
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
企
業
が

な
ぜ
脱
炭
素
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
な
の
か
、
気
候
変
動
の
現
状
や
、
企
業

経
営
の
観
点
か
ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
第
2
回
目
で
は
、
C
O
P

27
で
何
が
決
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
結
果
、

国
内
企
業
に
求
め
ら
れ
る
脱
炭
素
経
営
の

具
体
策
は
何
か
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
松
尾
雄
介
さ
ん
が
書
か
れ
た
著
書

が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
「
脱
炭
素
経
営
入

門
」
で
す
。

本
書
の
第
１
部
「
気
候
変
動
の
文
脈
と

ロ
ジ
ッ
ク
」で
は
、気
候
変
動
の
意
味
合
い

や
、
脱
炭
素
化
が
必
要
な
根
拠
な
ど
、
科

学
的
知
見
を
中
心
と
す
る「
そ
も
そ
も
論
」

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、第
2
部「
変
化
を
迫
ら
れ
る
投
資

と
経
営
」
で
は
、
気
候
変
動
が
も
た
ら
す

企
業
へ
の
影
響
と
対
応
に
つ
い
て
、
海
外

の
事
例
を
踏
ま
え
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
第
3
部「
脱
炭
素
経
営
の
実
践
」

で
は
、
脱
炭
素
経
営
に
向
け
て
の
国
内
企

業
の
取
り
組
み
事
例
が
数
多
く
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

脱
炭
素
経
営
に
関
心
を
お
持
ち
の
企
業

経
営
者
の
方
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
脱
炭
素

経
営
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
お

ら
れ
る
企
業
関
係
者
の
方
に
、
こ
の
本
を

お
薦
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「脱炭素経営入門」
松尾 雄介著
日本経済新聞出版
B6版・309ページ
2,420円（税込）
2021年11月発行

お問い合わせ

ご相談の流れ

お近くにお越しの際は、
ぜひお立ち寄りください！

いしかわエコハウス



い し か わ の 自 然 と 環 境

えこナビは（公社）いしかわ環境パートナーシップ県
民会議が発行する石川の自然と環境の情報誌です。

22
号
の
特
集
は
ト
キ
の
自
然
放
鳥
を
中
心
と
し
た
石
川
県

の
生
物
多
様
性
を
テ
ー
マ
と
し
、
小
特
集
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。い
ず
れ
の
テ
ー
マ
・

記
事
も
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
S
D
G
s
の
基

盤
を
な
す
重
要
な
目
標
で
す
。
ま
た
、
S
D
G
s
の
目
標
は

そ
れ
ぞ
れ
密
接
に
関
係
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
生
物

多
様
性
を
脅
か
す
第
4
の
危
機
は
気
候
変
動（
地
球
温
暖
化
）

で
す
。
こ
う
い
っ
た
S
D
G
s
の
目
標
間
の
関
係
を
中
里
さ

ん
が
「
S
D
G
s
の
17
の
目
標
を
ど
う
捉
え
る
か
」
の
記
事

で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
ジ

オ
パ
ー
ク
の
世
界
認
証
間
近
の
白
山
に
関
す
る
記
事
、
石
川

県
内
の
希
少
種
の
記
事
な
ど
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
S
D
G
s
の
環
境
側
面
の
こ
と

が
よ
く
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
目
通
し
く
だ
さ
い
。

（
新

広
昭
）

2
0
2
2
年
4
月
に
自
然
環
境
課
に
配
属
さ
れ
た
当
時
は
、

ト
キ
に
関
す
る
知
識
も
少
な
く
、
ま
た
、
頭
に
羽
毛
が
な
い

せ
い
か
、
愛
く
る
し
さ
の
点
で
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
方
が
…
と

密
か
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
佐
渡
に
視
察
に
行
っ
て
、

朱
鷺
色
に
輝
き
な
が
ら
空
を
飛
ぶ
ト
キ
の
姿
を
見
て
、
心
を

奪
わ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
か
ら
ト
キ
放
鳥
に
向
け
た
取
り
組
み
が
本

格
化
し
ま
す
が
、
ト
キ
放
鳥
は
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、

放
鳥
を
通
じ
て
、
か
つ
て
ト
キ
が
生
息
し
て
い
た
良
好
な
自

然
環
境
を
取
り
戻
し
、
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
に

意
義
が
あ
り
ま
す
。

数
年
後
、
ト
キ
が
実
際
に
能
登
の
空
を
飛
ん
で
い
る
姿
を

見
て
、
は
じ
め
て
自
分
が
携
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

を
実
感
で
き
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
早
け
れ
ば
2
0
2

6
年
度
と
な
る
放
鳥
の
際
に
は
、
家
族
を
連
れ
て
能
登
に
ト

キ
を
見
に
行
き
ま
す
（
観
察
マ
ナ
ー
は
厳
守
し
ま
す
）。

（
岡
本
康
弘
）

「トキの舞ういしかわの里山里海」の
特集はいかがでしたか？
ぜひ皆さんのご意見・ご感想を下記

の県民エコステーションへお寄せくだ
さい。
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会員募集中！
県民会議の活動の趣旨に賛同いただき、

支援していただける団体賛助会員・個人会員を募集しています。
◆年度会員／団体（一口）2万円・個人（一口）2千円

会員になると、機関誌E‐GAIA・『えこナビ』の配布、研修室の無料
貸出、各種行事の案内、環境関連情報の提供などがあります。

※このほか、時期を定めて開催する講習会や助成制度の申込み等については、
ホームページやメールマガジンなどで随時ご案内いたします。

40

県民エコステーションからのご案内県民エコステーションからのご案内

県民エコステーションは、21世紀のいしかわの環境を支える活動・
交流・情報の拠点です。
県民エコステーションでは、

検 索県民エコステーション詳しくは

・エコクッキングや土曜環境サロンなど、参加・体験型の学習講座を開催しています。
・環境保全のための講演会等に講師を派遣しています。
・環境に関する図書等の閲覧や貸出を行っています。
・いしかわ自然学校の事務局として、本県の豊かな自然をフィールドとした自然体験プログラムを紹介
しています。

・指定管理者として夕日寺健民自然園の管理を行っています。
里山の恵みを受け、楽しみながら理解を深められるさまざまな活動を実施しています。

環境について、知りたい、学びたい、そして活動したい人をサポートします。

今年も「いしかわ環境フェア」を、8月26日（土）、
27日（日）の2日間、石川県産業展示館４号館（金沢
市袋畠町）において、「みんなで‼ ストップ温暖
化 ～カーボンニュートラルにつながる新しい豊か
な暮らしへ～」をテーマに開催します。

この環境フェアは、環境に関するさまざまな展示
や体験を通じて県民一人ひとりが楽しみながら、人
と環境の関わりについて理解を深め、環境にやさし
いくらしについて考え、実践していく契機となるこ
とを目的としています。
さらに昨年同様、「いしかわの里山里海展」と「い
しかわ近未来の環境技術展」を同時開催し、人と自
然が共生できるくらしの提案、先進的な環境技術の
展示などを予定しています。

県民会議では、レジ袋有料化に伴う収益金のご寄付をい
ただいております。
各事業者の皆さまには、ご寄付をいただきありがとうご

ざいました。
いただいたご寄付により、地球温暖化対策をはじめ環境

保全に係る事業を県民、民間団体、事業者、行政等と協働・
連携して実施していきたいと考えておりますので、引き続
きご理解・ご協力をお願いいたします。

ご寄付をいただいた事業者の皆さん（１６事業者）
アルビス（株）、（株）イオンベーカリー、イオンペット（株）、
イオンリテール（株）北陸信越カンパニー、（株）大阪屋
ショップ、金沢大学生活協同組合、（株）サンライフ、生活
協同組合コープいしかわ、ダートコーヒー（株）、（株）ニュー
三久、鳳珠小売酒販組合、マックスバリュ北陸（株）、（株）
松本日光舎、（株）マルエー、（株）未来屋書店、（株）メガス
ポーツ （５０音順）

レジ袋削減協定参加事業者一覧
https : //www.pref.ishikawa.lg.jp/haitai/reji_bukuro/

えこナビVol.22 表紙解説

今回のえこナビは「トキの舞ういしかわの里山里海」がテーマです。
令和4年（2022）、トキ放鳥事業の候補地に石川県の能登地域が
選ばれました。早ければ2026年度の放鳥実現を目指し、さまざ
まな環境整備を進めています。
表紙イラストでは石川県の空に無事トキが戻ってきたイメージを、
トキの目線で描いています。環境にやさしい米作りを進める能登
の農家や、トキの飼育・繁殖を担う動物園の飼育員などの努力が
実った、少し未来の石川県をイメージしています。
イラストのような、皆が笑顔でトキを迎える未来を実現するため、
私たちにできることを考えていきましょう。

2021年「環境カレンダー」（日本環境保護国際交流会発行）より転載しました。
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県民エコステーションについて

いしかわ環境フェア2023

レジ袋有料化に伴う寄付について




